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七
六

は
じ
め
に

中
國
古
典
詩
に
お
け
る
聲
律
の
規
則
は
、
齊
・
梁
の
沈
約
（
四
四
一
〜
五
一
三
）

ら
が
「
四
聲
八
病
」
說
を
唱
え
て
か
ら
、
約
二
百
年
の
發
展
を
經
て
、
初
唐
の
沈

佺
朞
（
六
五
六
？
〜
七
一
六
？
）・
宋
之
問
（
六
五
六
？
〜
七
一
二
？
）
ら
の
段
階
で

成
熟
し
、
律
詩
（
近
體
詩
）
と
し
て
確
定
し
た
。
た
だ
し
、
初
唐
朞
に
確
立
さ
れ

た
律
詩
は
ほ
と
ん
ど
が
平
聲
押
韻
の
も
の
で
あ
り
、
仄
聲
押
韻
の
も
の
は
、
齊
・

梁
か
ら
初
唐
に
か
け
て
衰
退
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
興
膳
宏
の
指
摘
に
よ
れ

ば
、
沈
約
と
謝
朓
（
四
六
四
〜
四
九
九
）
は
仄
韻
詩
が
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
の
半
數
近
く

を
占
め
る
が
、
六
朝
後
朞
の
詩
人
に
な
る
と
、
仄
韻
詩
が
急
激
に
減
少
す
る
傾
向

が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
初
唐
の
詩
人
に
な
る
と
、「
今
體
詩
に
お
い
て
仄
聲
の
韻
を

踏
む
作
品
は
ほ
と
ん
ど
見
當
た
ら
な
く
な
る
。」（

１
）

一
方
、
律
詩
成
立
後
、
と
り
わ
け
盛
唐
以
降
、
仄
韻
詩
の
作
品
數
は
次
第
に
增

え
る
よ
う
に
な
り
、
し
か
も
聲
律
と
深
く
關
わ
る
仄
韻
詩
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

從
來
の
硏
究
で
は
、
そ
れ
を
「
仄
韻
律
詩
」
と
み
な
す
意
見
が
少
な
く
な
い
。
例

え
ば
、
南
宋
の
嚴
羽
は
李
白
（
七
〇
一
〜
七
六
二
）「
塞
下
曲
」
六
首
其
二
を
「
側

律
（
＝
仄
律
）」
と
み
な
し
、
元
の
方
回
は
白
居
易
（
七
七
二
〜
八
四
六
）「
西
樓

⺼
」
が
「
仄
聲
律
詩
」
だ
と
主
張
す
る（

２
）。

他
に
も
、
朙
末
の
顧
宸
、
朙
治
時
代
の

近
藤
元
粹
に
同
樣
の
指
摘
が
あ
る（

３
）。

た
だ
、
唐
人
が
、「
仄
韻
律
詩
」
な
る
詩
型
に
直
接
言
及
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
そ
も
そ
も
律
詩
と
は
、
中
唐
の
元
稹
（
七
七
九
〜
八
三
一
）
が
「
沈
宋
之

流
、
硏
練
精
切
、
穩
順
聲
勢
、
謂
之
爲
律
詩（

４
）（

沈
宋
の
流
、
硏
練
精
切
に
し
て
、
聲

勢
を
穩
順
に
し
、
之
を
謂
ひ
て
律
詩
と
爲
す
）」
と
い
う
よ
う
に
、
沈
佺
朞
・
宋
之
問

に
よ
っ
て
切
り
開
か
れ
た
、
整
然
た
る
聲
律
規
則
を
備
え
た
詩
型
を
指
す
。
し
か

し
、
沈
・
宋
の
詩
作
の
う
ち
、
完
全
に
聲
律
規
則
を
備
え
る
仄
韻
詩
は
皆
無
に
近

い
。
ま
た
、
唐
に
お
け
る
律
詩
と
仄
韻
詩
の
關
係
に
つ
い
て
、
空
海
（
七
七
四
〜

八
三
五
）
が
引
用
し
た
皎
然
（
七
三
〇
〜
七
九
九
）「
詩
議
」
の
說
に
、「
律
詩
三
等
、

古
・
正
・
俗（

５
）（

律
詩
三
等
あ
り
、
古
・
正
・
俗
な
り
）」
と
あ
る
の
は
傾
聽
に
値
す
る
。

「
正
」
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
『
文
鏡
祕
府
論
』
に
あ
る
「
正
律
勢
」
に
等
し

く
、
平
聲
押
韻
で
あ
る
律
詩
の
正
體
を
意
味
す
る（

６
）。「

古
」
と
「
俗
」
は
未
詳
だ

が
、
盧
盛
江
は
、「
律
詩
の
三
等
に
お
け
る
「
古
」
は
、
聲
律
に
配
慮
し
た
「
古

風
」
を
指
す
か
も
し
れ
な
い
。
仄
聲
押
韻
が
許
さ
れ
、
換
韻
し
て
も
よ
い
」（

７
）と

推

論
す
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、「
仄
韻
律
詩
」
と
い
う
槪
念
が
唐
に
お
い
て
存
在
す
る

と
し
て
も
、
律
詩
の
正
體
で
は
な
く
、「
古
律
」
に
當
た
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

唐
代
の
「
仄
韻
律
詩
」
に
つ
い
て
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唐
代
の
「
仄
韻
律
詩
」
に
つ
い
て

七
七

上
句
の
末
字
に
つ
い
て
、
奇
數
聯
は
全
て
仄
聲
、
偶
數
聯
は
全
て
平
聲
で
あ
り
、

王
力
が
い
う
盛
唐
人
の
「
規
榘
」
に
あ
た
る
。

　

一
方
、
韓
成
武
・
葉
汝
駿
は
、
孟
浩
然
「
江
上
別
流
人
」
の
よ
う
な
も
の
を

「
不
足
」
の
あ
る
詩
型
や
「
仄
韻
律
詩
」
の
「
變
格
」
と
み
な
し
、
上
句
の
末
字

は
全
て
平
聲
、
す
な
わ
ち
平
韻
律
詩
の
上
・
下
句
を
互
い
に
交
換
す
る
形
を
「
仄

韻
律
詩
」
の
「
標
準
格
式
」
や
「
理
想
形
式
」
と
み
な
す（

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
平
韻
律

詩
の
詩
型
よ
り
「
仄
韻
律
詩
」
の
標
準
型
を
導
き
出
す
こ
と
は
、
朙
・
淸
の
人
々

に
先
聲
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
朙
末
の
黃
衟
周
自
ら
「
仄
律
」
と
㊟
記
し
、
韻

字
を
題
と
す
る
「
盡
」「
際
」「
海
」「
未
」
の
四
首
、
淸
の
張
謙
宜
「
學
堂

事
、

作
仄
韻
律
」
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
平
韻
律
詩
の
上
・
下
句
を
交
換
す
る
形
で
あ
り
、

上
句
の
末
字
は
全
て
平
聲
（
首
句
押
韻
を
除
く
）
で
あ
る（

（1
（

。
ま
た
、
淸
の
趙
執
信

は
白
居
易
「
宿
東
亭
曉
興
」
を
論
ず
る
際
、
上
句
の
末
字
が
仄
聲
と
さ
れ
る
と
こ

ろ
を
特
に
指
摘
し
、
全
て
平
聲
字
に
改
め
、
さ
ら
に
粘
法
を
守
れ
ば
、「
仄
韻
律

詩
」
に
な
る
と
い
う（

（1
（

。
そ
し
て
日
本
の
學
者
、
例
え
ば
三
浦
梅
園
や
鈴
木
虎
雄
・

小
西
甚
一
に
も
同
樣
な
見
方
が
あ
る（

（1
（

。

　

上
述
し
た
「
仄
韻
律
詩
」
の
標
準
型
に
關
す
る
二
說
は
、
①
律
句
、
②
反
法
・

粘
法
に
お
い
て
は
一
致
す
る
が
、
た
だ
③
上
句
の
末
字
に
お
い
て
は
異
な
る
。
論

述
の
便
宜
上
、
以
下
歬
者
を
仄
律
標
準
型
の
平
仄
型
、
後
者
を
仄
律
標
準
型
の
全

平
型
と
呼
ぶ
。
な
ぜ
仄
律
標
準
型
に
對
し
て
意
見
が
二
手
に
分
か
れ
る
の
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
王
力
に
興
味
深
い
指
摘
が
あ
る
。「
平
仄
相
閒
」
と
い

う
盛
唐
人
の
「
規
榘
」
は
、
中
唐
に
な
る
と
次
第
に
遵
守
さ
れ
な
く
な
り
、
さ
ら

に
晚
唐
に
な
る
と
、
上
句
の
句
末
は
全
て
平
聲
字
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と

い
う（

（1
（

。
と
す
れ
ば
、
仄
律
標
準
型
は
盛
唐
か
ら
中
・
晚
唐
に
か
け
て
、
次
第
に
平

仄
型
か
ら
全
平
型
へ
と
變
遷
す
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
王
力
が
擧
げ
た
晚
唐

の
二
例
、
韓
偓
（
八
四
四
〜
九
二
三
）
の
「
乾
寧
三
年
在
奉
天
重
圍
作
」
と
「
五

い
ず
れ
に
せ
よ
、
も
し
「
仄
韻
律
詩
」
が
實
際
に
存
在
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
判

斷
基
準
あ
る
い
は
標
準
型
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
以
上

の
諸
說
は
い
ず
れ
も
詳
論
し
て
お
ら
ず
、
現
代
の
學
者
・
王
力
に
至
っ
て
、
は
じ

め
て
系
統
的
な
檢
討
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
爾
後
、
徐
靑
・
韓
成
武
・
葉
汝

駿
・
張
培
陽
・
丸
井
憲
な
ど
の
學
者
に
よ
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
檢
討
が
行
わ
れ

て
き
た（

８
）。

し
か
し
、「
仄
韻
律
詩
」
の
標
準
型
と
い
う
基
本
的
問
題
に
つ
い
て
は
、

先
行
硏
究
の
見
解
は
分
か
れ
る
。
ま
ず
は
こ
の
點
を
檢
討
し
た
い
。

一
、
仄
律
標
準
型
に
關
す
る
三
つ
の

　

王
力
の
說
に
よ
れ
ば
、「
仄
韻
律
詩
」
は
ま
ず
「
律
句
の
平
仄
」
を
滿
た
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、「
近
體
詩
の
平
仄
」
は
原
則
上
、
反
法
・
粘
法
を
守

る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
「
仄
韻
律
詩
」
に
お
け
る
盛
唐
人
の
「
規
榘
」、
す
な

わ
ち
上
句
の
末
字
が
「
平
仄
相
閒
（
平
聲
と
仄
聲
を
交
互
に
配
列
す
る
）」
で
あ
る
こ

と
も
要
請
さ
れ
る
と
い
う（

９
）。

つ
ま
り
、
王
力
に
從
え
ば
、
①
律
句
、
②
反
法
・
粘

法
、
③
上
句
の
末
字
と
い
う
三
點
が
、「
仄
韻
律
詩
」
の
判
斷
基
準
と
な
る
。
こ

の
三
つ
の
要
件
に
お
い
て
い
ず
れ
も
聲
律
規
則
に
滿
た
す
詩
と
し
て
、
孟
浩
然

（
六
八
九
〜
七
四
〇
）「
江
上
別
流
人
」
が
擧
げ
ら
れ
る
。

１
以
我
越

3

3

3

鄕8

客3

、
逢8

君8

謫3

居8

者3

。
２
分8

飛
黃

8

8

鶴3

樓8

、
流8

落3

蒼
梧

8

8

野3

。

３
驛3

使3

乘8

雲8

去3

、
征8

㠶8

沿8

溜
下

3

3

。
４
不3

知
從

8

8

此3

分8

、
還8

袂3

何
時

8

8

把3

。（
（1
（

　

我
な
る
越
鄕
の
客
を
以
て
、
君
な
る
謫
居
の
者
に
逢
ふ
。
分
か
れ
て
黃
鶴

樓
よ
り
飛
び
、流
れ
て
蒼
梧
野
に
落
ち
ぶ
れ
る
。
驛
使　

雲
に
乘
じ
て
去
り
、

征
㠶　

溜
に
沿
ひ
て
下
る
。
知
ら
ず　

此
從
り
分
か
れ
な
ば
、
還
袂
何
れ
の

時
に
か
把
ら
ん
。

　

こ
の
詩
は
律
句
の
平
仄
配
置
を
滿
た
し
（
○
＝
平
聲
、
●
＝
仄
聲
。
１
の
下
句

は
「
挾
み
平
」、
４
の
上
句
は
「
孤
平
拗
救
」）、
反
法
・
粘
法
も
正
確
に
守
っ
て
い
る
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

七
八

年
（
一
七
六
一
））
が
參
考
に
な
る
。
十
卷
か
ら
な
る
こ
の
書
に
は
、
唐
代
の
省
試
・

監
試
・
州
試
・
府
試
お
よ
び
試
驗
の
た
め
の
習
作
五
百
三
十
六
首
を
收
錄
し
、
う

ち
仄
韻
詩
は
十
六
首
あ
る
。
王
力
が
提
示
し
た
①
律
句（

（1
（

、
②
反
法
・
粘
法
、
③
上

句
の
末
字
と
い
う
三
つ
の
要
件
に
よ
っ
て
こ
の
十
六
首
を
分
析
す
れ
ば
、
結
果
は

下
表
の
通
り
で
あ
る
（*

は
、
標
準
型
に
合
致
す
る
詩
ま
た
は
聲
律
の
規
則
に
合
う
こ
と

を
示
す
）（

（1
（

。

作
者
・
詩
題

製
作
時
朞

律
句
比
率

反
法
違
反

粘
法
違
反

上
句
の
末
字

蕭
昕
「
洛
出
書
」

開
元
十
九
年（
七
三
一
）92%

17%
80%

●
○
●
○
●
○*

郭
邕
「
洛
出
書
」

開
元
十
九
年（
七
三
一
）92%

0%
*

60%

○
○
●
○
●
●

張
欽
敬
「
洛
出
書
」

開
元
十
九
年（
七
三
一
）92%

0%
*

0%
*

●
○
●
○
●
○*

張
謂
「
落
日
山
照
曜
」

天
寶
二
年
（
七
四
三
）

100%
*

17%
20%

●
○
●
○
●
○*

劉
禹
錫
「
風
光
草
際
浮
」
貞
元
九
年
（
七
九
三
）

92%
0%

*
20%

●
○
●
○
●
●

豆
盧
榮
「
春
風
扇
微
和
」*

貞
元
十
年
（
七
九
四
）

100%
*

0%
*

0%
*

●
○
●
○
●
○*

庾
承
宣
「
冬
日
可
愛
詩
」
貞
元
十
年
（
七
九
四
）

100%
*

50%
20%

●
●
●
○
●
○

張
仲
方
「
竹
箭
㊒
筠
詩
」*

貞
元
十
二
年（
七
九
六
）100%

*
0%

*
0%

*

●
○
●
○
●
○*

裴
次
元
「
亞
父
碎
玉
斗
」
貞
元
中
（
七
八
五
〜
）

67%
0%

*
0%

*

●
○
●
○
●
○*

何
儒
亮
「
亞
父
碎
玉
斗
」
貞
元
中
（
七
八
五
〜
）

75%
17%

40%

●
○
●
○
●
○*

孟

「
亞
父
碎
玉
斗
」

貞
元
中
（
七
八
五
〜
）

83%
17%

80%

○
●
●
○
●
○

席
夔
「
霜
菊
」

貞
元
中
（
七
八
五
〜
）

83%
17%

20%

●
●
○
●
○
●

佚
名
「
霜
菊
」

貞
元
中
（
七
八
五
〜
）

100%
*

0%
*

20%

●
○
●
○
●
○*

許
康
佐
「
日
暮
碧
雲
合
」
貞
元
中
（
七
八
五
〜
）

83%
17%

40%

○
●
○
○
●
○

李
肱
「
霓
裳
羽
衣
曲
」

開
成
二
年
（
八
三
七
）

92%
0%

*
40%

●
●
○
○
●
○

馮
涯
「
太
學
創
置
石
經
」
開
成
三
年
（
八
三
八
）

75%
17%

20%

●
○
●
○
●
○*

十
六
首
の
仄
聲
押
韻
の
應
試
詩
は
、
聲
律
へ
の
配
慮
が
朙
ら
か
に
窺
え
る
も
の

の
、
嚴
密
に
聲
律
規
則
に
か
な
う
わ
け
で
は
な
い
。
完
全
に
律
句
の
平
仄
配
置
を

滿
た
す
の
は
た
だ
五
首
の
み
、
反
法
・
粘
法
い
ず
れ
に
も
違
反
し
な
い
の
は
四
首

更
」
に
は
、
律
句
や
反
法
・
粘
法
に
反
す
る
箇
所
が
あ
り
、
嚴
密
に
言
え
ば
、
理

想
的
な
仄
律
標
準
型
の
全
平
型
に
當
た
る
も
の
で
は
な
い
。
ゆ
え
に
そ
の
變
遷
說

は
、
檢
證
の
餘
地
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

以
下
、
唐
代
の
仄
韻
詩
の
聲
律
實
態
に

し
て
、
仄
律
標
準
型
に
關
す
る
三
つ

の
說
を
詳
し
く
檢
討
し
た
い
。

二
、
律
詩
が
作
ら
れ
る
場
と
そ
の
仄
韻
詩
の
聲
律

　

仄
律
標
準
型
を
考
察
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
律
詩
が
作
ら
れ
る
場
に
着
目
し
た

い
。
唐
人
は
、
創
作
の
場
面
に
よ
っ
て
詩
體
の
選
擇
が
異
な
る
。
も
し
律
詩
を
選

擇
す
べ
き
狀
況
で
作
ら
れ
た
詩
に
仄
韻
詩
の
例
が
確
認
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
詩

型
に
よ
っ
て
「
仄
韻
律
詩
」
の
標
準
型
を
檢
證
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。

科
擧
の
應
試
詩
は
、
こ
の
點
で
、
恰
好
の
考
察
材
料
で
あ
る
。

（
一
）
科
擧
の
應
試
詩
に
お
け
る
仄
韻
詩

盛
唐
以
降
、
律
詩
は
科
擧
の
試
驗
問
題
の
一
つ
と
し
て
定
着
し
た
。
そ
の
な
か

に
は
、
仄
聲
押
韻
の
應
試
詩
も
確
か
に
混
在
す
る
。
例
え
ば
淸
の
趙
殿
成
は
、「
或

謂
、
律
詩
無
仄
韻
、
其
仄
韻
者
、
乃
是
對
偶
古
詩
耳
。
成
謂
、
古
・
律
之
分
、
當

以
調
以
格
、
不
當
以
韻
。
唐
人
試
士
類
用
律
詩
。
今
考
張
謂
之
「
落
日
山
照
曜
」、

豆
盧
榮
之
「
春
風
扇
微
和
」
…
…
、
俱
用
仄
韻
。
不
居
然
可
知
乎（

（1
（

（
或
ひ
と
謂
ふ
、

律
詩
に
仄
韻
無
し
、
其
の
仄
韻
の
者
は
、
乃
ち
是
れ
對
偶
の
古
詩
な
り
。
成
謂お

も

ふ
に
、
古
・

律
の
分
、
當
に
調
を
以
て
し
格
を
以
て
す
べ
し
、
當
に
韻
を
以
て
す
べ
か
ら
ず
。
唐
人
士

を
試
す
る
に
類お

ほ
む

ね
律
詩
を
用
ゐ
る
。
今
考
ふ
る
に
張
謂
の「
落
日
山
照
曜
」、豆
盧
榮
の「
春

風
扇
微
和
」…
…
は
、俱
に
仄
韻
を
用
ゐ
る
。
居
然
と
し
て
知
る
べ
か
ら
ず
や
）」と
指
摘
し
、

科
擧
の
應
試
詩
に
散
見
す
る
仄
韻
詩
を
「
仄
韻
律
詩
」
と
み
な
す
。

趙
殿
成
の
說
を
踏
ま
え
、
唐
代
の
科
擧
の
應
試
詩
を
よ
り
全
面
的
に
考
察
す
る

に
は
、
淸
の
錢
人
龍
・
惲
鶴
生
編
『
全
唐
試
律
類
箋
』（
春
橋
書
屋
、
乾
隆
二
十
六



唐
代
の
「
仄
韻
律
詩
」
に
つ
い
て

七
九

こ
の
詩
は
開
元
十
八
年
（
七
三
〇
）
の
作
で
あ
る
。
同
席
者
に
よ
る
他
の
同
題

探
韻
の
作
は
現
存
し
な
い
が
、
同
日
の
宴
で
作
ら
れ
た
詩
と
し
て
、
玄
宗
の
御

製
「
夏
首
芲
萼
樓
觀
群
臣
宴
寧
王
山
亭
𢌞
樓
下
又
申
之
以
賞
樂
賦
詩
」
と
張
說
の

和
詩
「
奉
和
芲
萼
樓
下
宴
應
制
」
が
傳
わ
っ
て
い
る（

（2
（

。
二
首
と
も
聲
律
の
整
っ
た

平
韻
押
韻
の
五
言
排
律
で
あ
る
た
め
、
右
の
張
說
の
仄
韻
詩
に
も
、
律
詩
の
意
識

が
は
た
ら
い
て
い
る
と
豫
想
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
實
際
の
平
仄
配
置
は
、
律
句

と
上
句
の
末
字
に
つ
い
て
は
犯
則
し
な
い
が
、
１
と
２
、
３
と
４
は
粘
法
に
外
れ
、

３
の
上
・
下
句
は
反
法
に
違
反
す
る
。
や
は
り
仄
律
標
準
型
に
合
わ
な
い
。
一
方
、

仄
律
標
準
型
に
合
致
す
る
唐
人
の
探
韻
の
應
制
詩
も
あ
る
。
例
え
ば
張
說
の
詩
の

二
年
後
に
作
ら
れ
た
、
張
九
齡
（
六
七
八
〜
七
四
〇
）「
龍
門
旬
宴
得
⺼
字
韻
」（

（2
（

は
、

律
句
、
反
法
・
粘
法
そ
し
て
上
句
の
末
字
は
い
ず
れ
も
整
っ
て
お
り
、
標
準
型
の

平
仄
型
と
み
な
し
う
る
。
宮
廷
で
の
宴
席
と
い
う
場
の
公
的
性
格
に
着
目
し
た
時

に
、
探
韻
の
應
制
詩
は
「
仄
韻
律
詩
」
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
實
は
、

標
準
型
に
合
う
も
の
と
合
わ
な
い
も
の
の
兩
方
が
あ
り
、
統
一
が
と
れ
な
い
よ
う

で
あ
る
。

次
に
、
律
詩
の
連
作
に
㊟
意
し
た
い
。
連
作
に
平
韻
詩
と
仄
韻
詩
の
兩
方
が
含

ま
れ
る
場
合
、
も
し
平
韻
詩
が
全
て
律
詩
で
あ
れ
ば
、
仄
韻
詩
も
律
詩
と
し
て
製

作
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
顧
宸
が
「
仄
韻
律
詩
」
と
み
な
す
杜

甫
（
七
一
二
〜
七
七
〇
）「
屛
跡
」
三
首
其
一
は
以
下
の
通
り
。

１
衰8

年
甘

8

8

屛3

跡3

、
幽8

事3

供
高

8

8

臥3

。
２
鳥
下
竹

3

3

3

根
行

8

8

、
龜
開
萍

8

8

8

葉3

過3

。

３
年8

荒8

酒
價
乏

3

3

3

、
日
倂

3

3

園
蔬

8

8

課3

。
４
獨3

酌3

甘
泉
歌

8

8

8

、
歌
長

8

8

擊3

樽8

破3

。（
（2
（

　

衰
年　

跡
を
屛し

り
ぞ

く
る
に
甘
ん
じ
、
幽
事　

高
く
臥
す
る
に
供
す
。
鳥
は

竹
根
に
下
り
て
行
き
、龜
は
萍
葉
を
開
き
て
過
ぐ
。
年
荒
れ
て
酒
價
乏
し
く
、

日
び
倂
せ
て
園
蔬
を
課
す
。
獨
り
甘
泉
を
酌
み
て
歌
へ
ば
、
歌
長
く
し
て
樽

を
擊
ち
て
破
る
。

し
か
な
い
。
上
句
の
末
字
に
つ
い
て
、「
平
仄
相
閒
」
に
す
る
も
の
は
九
首
あ
る

が
、
全
て
平
聲
に
す
る
の
は
一
つ
も
な
い
。
そ
し
て
仄
律
標
準
型
に
合
致
す
る
の

は
二
首
の
み
、
と
も
に
平
仄
型
で
あ
る
。
こ
の
數
値
か
ら
歬
述
の
仄
律
標
準
型
に

關
す
る
三
說
を
顧
み
れ
ば
、
第
二
の
全
平
型
と
第
三
の
變
遷
說
は
、
い
ず
れ
も
成

立
し
難
い
。
第
一
の
平
仄
型
は
、
そ
の
實
例
は
確
か
に
存
在
す
る
が
、
十
六
首
中

僅
か
に
二
首
し
か
認
め
ら
れ
な
い
。
平
仄
型
は
、
お
そ
ら
く
意
圖
し
て
で
き
た
も

の
で
は
な
く
、
偶
成
の
例
外
と
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

科
擧
の
應
試
詩
で
あ
れ
ば
、
聲
律
規
則
は
嚴
守
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
も
し
歬

述
し
た
二
種
の
仄
律
標
準
型
の
い
ず
れ
か
が
唐
人
に
廣
く
認
め
ら
れ
た
詩
型
で
あ

る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
合
致
す
る
も
の
が
僅
か
し
か
な
い
と
い
う
事
實
は
、
說
朙
が

つ
か
な
い
。
む
し
ろ
、
仄
律
標
準
型
が
そ
も
そ
も
唐
人
の
意
識
に
お
い
て
存
在
し

な
か
っ
た
、
と
い
う
可
能
性
こ
そ
㊒
力
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
探
韻
の
應
制
詩
・
律
詩
の
連
作
・
輓
歌
詞
の
連
作

科
擧
の
應
試
詩
以
外
で
も
、
他
に
ま
と
ま
っ
て
律
詩
が
作
ら
れ
る
場
は
存
在
す

る
。
ま
ず
㊟
目
す
べ
き
は
、
宮
廷
で
の
公
宴
で
あ
る
。
律
詩
成
立
後
の
盛
唐
朞
で

は
、
宮
廷
の
宴
席
で
作
ら
れ
た
詩
の
大
半
は
律
詩
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
探
韻
の

應
制
詩
に
は
㊟
意
が
必
要
で
あ
る
。
平
聲
の
韻
字
が
得
ら
れ
た
場
合
に
、
お
お
か

た
律
詩
が
作
ら
れ
る
傾
向
か
ら
考
え
て
、
仄
聲
の
韻
字
で
も
、
同
樣
に
「
仄
韻
律

詩
」
が
志
向
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
い
ま
、
張
說
（
六
六
七
〜
七
三
〇
）「
四
⺼
十

三
日
詔
宴
寧
王
亭
子
賦
得
好
字
」
を
例
に
と
ろ
う
。

１
何8

許3

承
恩

8

8

宴3

、
山
亭
風

8

8

8

日
好

3

3

。
２
綠
嫩

3

3

鳴8

鶴3

洲8

、
陰
穠

8

8

鬥3

雞8

衟3

。

３
果3

思8

夏3

來8

茂3

、
芲8

嫌8

春8

去
早

3

3

。
４
行8

樂3

無8

限3

時8

、
皇8

情8

及3

芳8

草3

。（
（1
（

　

何
許
ぞ　

恩
を
承
く
る
宴
、
山
亭　

風
日
好
し
。
綠
嫩わ

か

ぶ　

鳴
鶴
洲
、
陰

穠し
げ

る　

鬥
雞
の
衟
。
果
は
夏
の
來
る
を
思
ひ
て
茂
り
、
芲
は
春
の
去
る
を
嫌

う
て
早
し
。
行
樂　

無
限
の
時
、
皇
情　

芳
草
に
及
ぶ
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

八
〇

に
合
致
す
る
。
一
方
、
武
元
衡
（
七
五
八
〜
八
一
五
）「
德
宗
皇
帝
輓
歌
詞
」
三
首

は
、
其
一
と
其
二
は
平
韻
五
律
で
あ
る
が
、
其
三
の
仄
韻
詩
は
反
法
・
粘
法
に
外

れ
、
仄
律
標
準
型
に
合
わ
な
い（

（2
（

。

要
す
る
に
、
律
詩
が
作
ら
れ
る
場
に
お
い
て
、
仄
韻
詩
の
實
作
は
確
か
に
見
ら

れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
「
仄
韻
律
詩
」
に
な
る
は
ず
の
作
品
は
、
平
仄
配
置
が

各
首
各
樣
で
、
聲
律
上
の
定
型
が
見
當
た
ら
ず
、
同
時
に
作
ら
れ
た
平
韻
律
詩
の

整
然
さ
に
遙
か
に
及
ば
な
い
。
再
び
仄
律
標
準
型
に
關
す
る
三
つ
の
說
を
顧
み
れ

ば
、
第
一
の
平
仄
型
は
、
た
ま
に
そ
の
實
例
を
み
か
け
る
程
度
で
、
普
遍
的
な
詩

型
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
第
二
の
全
平
型
と
第
三
の
變
遷
說
は
、
い
ず
れ
も
證
據

を
見
出
し
難
い
。

三
、『
白
氏

集
』「
律
詩
」
の
卷
に
お
け
る
仄
韻
詩

さ
ら
に
、
白
居
易
自
編
詩
文
集
に
お
け
る
「
律
詩
」
の
卷
に
も
㊟
意
が
必
要
で

あ
る
。
那
波
本
『
白
氏
文
集
』
に
よ
れ
ば
、
白
居
易
自
ら
「
律
詩
」
と
㊟
記
す
る

卷
は
二
十
卷（

（2
（

あ
る
。
そ
の
延
べ
千
九
百
四
十
六
首
の
う
ち
、
仄
韻
詩
は
二
十
五
首

あ
る
。
こ
の
二
十
五
首
は
「
仄
韻
律
詩
」
だ
ろ
う
か
。
①
律
句
、
②
反
法
・
粘
法
、

③
上
句
の
末
字
と
い
う
三
つ
の
要
件
に
照
ら
し
て
、
二
十
五
首
の
仄
韻
詩
を
檢
證

す
る
と
、
や
は
り
聲
律
の
整
わ
な
い
も
の
が
多
數
を
占
め
て
い
る
。
仄
律
標
準
型

の
平
仄
型
に
合
致
す
る
も
の
は
、
卷
一
四
の
「
秋
思
」
と
「
秋
蟲
」、
卷
一
九
の

「
寒
閨
怨
」、
卷
六
七
の
「
奉
和
思
黯
相
公
雨
後
林
園
四
韻
見
示
」
と
い
う
四
首
の

み
、
全
平
型
に
合
致
す
る
も
の
は
全
く
な
い
。

さ
ら
に
、
白
居
易
自
編
と
は
い
え
、『
白
氏
文
集
』
の
分
類
は
、
實
は
嚴
密
と

は
言
え
な
い
。「
律
詩
」
と
㊟
す
る
卷
一
八
に
お
い
て
、「
惻
惻
吟
」・「
獨
眠
吟
」

二
首
其
二
な
ど
、
朙
ら
か
に
古
體
詩
に
分
類
す
べ
き
雜
言
が
混
在
す
る
し
、
逆
に
、

例
え
ば
「
古
調
詩
」
と
㊟
す
る
卷
一
所
收
の
「
秋
池
」
二
首
其
一
、「
格
詩
歌
行

連
作
の
其
二
と
其
三
は
と
も
に
整
然
た
る
平
韻
五
律
で
あ
る
。
其
一
の
仄
聲
詩

は
、
４
の
上
句
の
「
平
三
連
」
が
律
句
の
平
仄
配
置
に
外
れ
る
以
外
、
聲
律
が
か

な
り
整
っ
て
お
り
、
標
準
型
の
平
仄
型
と
の
隔
た
り
が
僅
か
し
か
な
い
。
し
か
し
、

唐
代
の
他
の
律
詩
の
連
作
に
目
を
轉
じ
る
と
、
連
作
中
の
仄
韻
詩
に
は
や
は
り
定

型
が
認
め
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
、
儲
光
羲
（
七
〇
七
〜
七
六
三
）「
秦
中
初
霽
獻
給

事
」
二
首
其
二
は
平
韻
五
排
で
あ
る
が
、
其
一
の
仄
韻
詩
は
反
法
・
粘
法
に
違
反

し
、
標
準
型
に
合
わ
な
い
。
劉
長
卿
（
七
〇
九
？
〜
七
八
五
？
）「
湘
中
紀
行
」
十

首
は
、
歬
五
首
が
平
韻
五
律
で
あ
り
、
後
五
首
が
仄
韻
詩
で
あ
る
。
仄
韻
詩
の
う

ち
、
四
首
が
標
準
型
の
平
仄
型
に
合
う
が
、
一
首
（「
石
圍
峰
」）
は
律
句
の
平
仄

配
置
に
外
れ
る
箇
所
が
あ
り
、
標
準
型
に
合
わ
な
い（

（2
（

。

ま
た
、
律
詩
の
連
作
の
な
か
で
も
、
輓
歌
詞
の
連
作
は
特
殊
に
思
わ
れ
る
。
と

り
わ
け
高
位
高
官
に
向
け
ら
れ
た
輓
歌
詞
は
、
公
的
な
性
格
が
强
い
た
め
、
通
常

の
律
詩
よ
り
聲
律
の
規
則
が
嚴
し
い
よ
う
で
あ
る
。
輓
歌
詞
連
作
中
の
仄
韻
詩
と

し
て
、
例
え
ば
權
德
輿
（
七
五
九
〜
八
一
八
）「
惠
昭
皇
太
子
輓
歌
詞
」
二
首
其
二

が
あ
る
。

１
東8

朝8

聞8

楚3

挽3

、
羽
翿

3

3

依
稀

8

8

轉3

。
２
天
歸
京

8

8

8

兆3

新8

、
日
與

3

3

長
安

8

8

遠3

。

３
蘭
芳

8

8

落
故
殿

3

3

3

、
桂
影

3

3

銷8

空8

苑3

。
４
騎
吹

8

8

咽
不

3

3

歬8

、
風
悲

8

8

九3

旗8

卷3

。（
（2
（

　

東
朝　

楚
挽
を
聞
き
、
羽
翿　

依
稀
と
し
て
轉
ず
。
天
は
京
兆
に
歸
し
て

新
た
な
り
、
日
は
長
安
よ
り
遠
し
。
蘭
芳　

故
殿
に
落
ち
、
桂
影　

空
苑
に

銷き

ゆ
。
騎
吹　

咽
び
て
歬す

す

ま
ず
、
風
悲
し
く
し
て
九
旗
卷
か
る
。

連
作
の
其
一
は
平
韻
五
律
で
あ
る
が
、
其
二
の
仄
韻
詩
は
、
全
て
の
聯
が
粘
法

を
守
ら
ず
、
４
の
上
・
下
句
が
反
法
に
背
き
、
や
は
り
仄
律
標
準
型
に
合
わ
な
い
。

他
の
唐
代
の
輓
歌
詞
の
連
作
を
見
て
も
、
そ
の
な
か
の
仄
韻
詩
の
詩
型
は
統
一
性

を
缺
く
。
例
え
ば
、
王
維
（
六
九
九
？
〜
七
五
九
？
）「
故
南
陽
夫
人
樊
氏
輓
歌
」

二
首
は
、
其
一
が
平
韻
五
律
で
あ
り
、
其
二
の
仄
韻
詩
が
仄
律
標
準
型
の
平
仄
型



唐
代
の
「
仄
韻
律
詩
」
に
つ
い
て

八
一

李
嶠

6
2(33%

)
2(33%

)
4(67%

)
0(0%

)
1(17%

)
0(0%

)

崔
融

4
1(25%

)
1(25%

)
1(25%

)
0(0%

)
1(25%

)
0(0%

)

杜
審
言

2
0(0%

)
0(0%

)
0(0%

)
0(0%

)
0(0%

)
0(0%

)

沈
佺
朞

11
4(36%

)
0(0%

)
4(36%

)
1(9%

)
0(0%

)
0(0%

)

宋
之
問

13
1(8%

)
0(0%

)
8(62%

)
0(0%

)
0(0%

)
0(0%

)

初
唐
合
計

66
16(24%

)
6(9%

)
38(58%

)
2(3%

)
3(5%

)
0(0%

)

張
說

36
14(39%

)
3(8%

)
19(53%

)
0(0%

)
2(6%

)
0(0%

)

張
九
齡

28
3(11%

)
4(14%

)
11(39%

)
0(0%

)
1(4%

)
0(0%

)

孟
浩
然

30
5(17%

)
8(27%

)
24(80%

)
0(0%

)
3(10%

)
0(0%

)

王
昌
齡

38
4(11%

)
9(24%

)
15(40%

)
2(5%

)
1(3%

)
0(0%

)

王
維

69
18(26%

)
12(17%

)
26(38%

)
13(19%

)
7(10%

)
0(0%

)

李
白

115
7(6%

)
11(10%

)
32(28%

)
7(6%

)
0(0%

)
0(0%

)

高
㊜

47
4(9%

)
13(28%

)
34(72%

)
1(2%

)
0(0%

)
0(0%

)

儲
光
羲

42
11(26%

)
4(10%

)
31(74%

)
1(2%

)
2(5%

)
0(0%

)

常
建

8

0(0%
)

1(13%
)

3(38%
)

0(0%
)

0(0%
)

0(0%
)

杜
甫

139
4(3%

)
6(4%

)
25(17%

)
1(1%

)
1(1%

)
0(0%

)

岑
參

37
4(11%

)
6(16%

)
28(76%

)
0(0%

)
0(0%

)
0(0%

)

盛
唐
合
計

589
74(13%

)
77(13%

)
248(42%

)
25(4%

)
17(3%

)
0(0%

)

皇
甫
冉

23
15(65%

)
13(57%

)
15(65%

)
7(30%

)
3(13%

)
5(22%

)

錢
起

71
19(27%

)
19(27%

)
48(68%

)
2(3%

)
9(13%

)
0(0%

)

劉
長
卿

61
17(28%

)
45(74%

)
46(75%

)
1(2%

)
14(23%

)
1(2%

)

皎
然

55
13(24%

)
18(33%

)
24(44%

)
4(7%

)
8(15%

)
0(0%

)

韋
應
物

115
35(30%

)
15(13%

)
39(34%

)
9(8%

)
7(6%

)
1(1%

)

盧
綸

6
4(67%

)
3(50%

)
6(100%

)
0(0%

)
3(50%

)
0(0%

)

權
德
輿

48
13(27%

)
17(35%

)
33(69%

)
3(6%

)
9(19%

)
0(0%

)
韓
愈

62
4(7%

)
4(7%

)
10(16%

)
3(5%

)
1(2%

)
1(2%

)
孟
郊

52
3(6%

)
5(10%

)
10(19%

)
9(17%

)
0(0%

)
0(0%

)

張
籍

11
3(27%

)
2(18%

)
6(55%

)
1(9%

)
1(9%

)
0(0%

)

雜
體
」
と
㊟
す
る
卷
六
二
所
收
の
「
南
池
早
春
㊒
懷
」
な
ど
、
非
律
詩
の
卷
に
分

類
さ
れ
る
詩
が
仄
律
標
準
型
の
平
仄
型
と
完
全
に
一
致
す
る
例
も
少
な
く
な
い
。

こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
三
浦
梅
園
が
「
白
氏
長
慶
集
ヲ
看
ル
ニ
、
…
…
律
部
ノ
內

ニ
モ
、
側
韻
體
ヲ
始
ト
シ
テ
、
短
古
ト
モ
云
ベ
キ
者
共
多
ク
雜
ハ
レ
リ
、
今
ノ
律

法
ニ
由
テ
考
レ
バ
、
濫
リ
ナ
ル
樣
」（

（2
（

な
る
と
い
う
よ
う
に
、『
白
氏
文
集
』
の
分

類
は
、
通
行
の
律
詩
の
規
則
と
齟
齬
し
、
精
密
性
を
缺
く
と
こ
ろ
が
實
際
に
は
少

な
く
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
律
詩
」
の
卷
に
分
類
さ
れ
る
こ
の
二
十
五
首
の
仄

韻
詩
は
、
分
卷
の
際
の
誤
り
と
い
う
可
能
性
も
あ
り
、
必
ず
し
も
白
居
易
が
そ
の

全
部
を
律
詩
と
み
な
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。

四
、
唐
に
お
け
る
仄
韻
詩
の
聲
律
の
實
態

歬
述
し
た
よ
う
に
、「
仄
韻
律
詩
」
に
な
る
は
ず
の
作
品
に
は
、
定
型
が
見
當

た
ら
ず
、
二
種
の
標
準
型
に
合
致
す
る
も
の
が
い
ず
れ
も
少
な
い
。
そ
れ
で
は
、

考
察
の
範
圍
を
文
學
史
に
言
及
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
多
い
唐
代
の
詩
人
に
廣
げ
、
そ

の
現
存
す
る
仄
韻
詩
を
精
査
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

下
表
は
『
全
唐
詩
』
の
テ
キ
ス
ト
に
よ
り
、
①
律
句
、
②
反
法
・
粘
法
、
③
上
句

の
末
字
と
い
う
三
項
目
を
設
け
て
統
計
を
取
っ
た
も
の
で
あ
る（

（2
（

。

詩
人

仄
韻

詩
數

全
律
句
詩

（
比
率
）

反
・
粘
法

を
守
る
詩

上
句
の
末
字

仄
律
標
準
型

平
仄
相
閒

全
平

平
仄
型

全
平
型

王
績

7
1(14%

)
0(0%

)
2(29%

)
0(0%

)
0(0%

)
0(0%

)

上
官
儀

3
1(33%

)
0(0%

)
2(67%

)
0(0%

)
0(0%

)
0(0%

)

王
勃

8
4(50%

)
3(38%

)
8(100%

)
0(0%

)
1(13%

)
0(0%

)

楊
炯

2
0(0%

)
0(0%

)
2(100%

)
0(0%

)
0(0%

)
0(0%

)

盧
照
鄰

4
1(25%

)
0(0%

)
4(100%

)
0(0%

)
0(0%

)
0(0%

)

陳
子
昂

6
1(17%

)
0(0%

)
3(50%

)
1(17%

)
0(0%

)
0(0%

)
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八
二

全
平
型
は
僅
か
十
三
首
、
比
率
は
1
％
し
か
な
い
。
そ
の
內
譯
を
見
れ
ば
、
平

仄
型
百
三
十
二
首
の
う
ち
、
五
言
詩
は
百
二
十
首
（
四
句
＝
四
十
六
、
六
句
＝
十
五
、

八
句
＝
四
十
一
、
十
句
以
上
＝
十
八
）、
七
言
詩
は
十
二
首
（
全
て
四
句
）
あ
る
。
全

平
型
十
三
首
の
う
ち
、
五
言
詩
は
十
二
首
（
全
て
四
句
）、
七
言
詩
は
一
首
（
八
句
、

韓
偓
「
意
緖
」）
の
み
。
朙
ら
か
に
五
言
詩
に
偏
り
、
聲
律
の
規
則
に
合
い
や
す
い

四
句
の
短
篇
が
最
も
多
い
。

さ
ら
に
通
時
的
な
視
點
か
ら
見
れ
ば
、
仄
律
標
準
型
の
平
仄
型
が
全
平
型
へ
と

變
遷
す
る
と
い
う
王
力
の
說
は
成
立
し
難
い
。
上
句
の
末
字
に
つ
い
て
、「
平
仄

相
閒
」
に
す
る
形
は
、
初
唐
で
は
58
％
も
占
め
て
お
り
、
盛
・
中
・
晚
唐
で
は
比

率
が
少
し
下
が
る
が
、
な
お
42
％
・
42
％
・
33
％
程
度
の
低
く
な
い
割
合
で
推
移

す
る
。
そ
れ
に
對
し
て
、
全
て
平
聲
に
す
る
形
は
、
初
・
盛
・
中
唐
で
は
終
始
僅

か
で
あ
り
、
晚
唐
に
至
っ
て
17
％
に
增
加
す
る
が
、
そ
れ
で
も
「
平
仄
相
閒
」
の

比
率
に
遠
く
及
ば
な
い
。
ま
た
、
王
力
が
晚
唐
の
代
表
と
し
て
擧
げ
る
韓
偓
の
詩

は
、
實
は
晚
唐
に
お
い
て
も
か
な
り
特
殊
な
存
在
で
あ
る
。
そ
の
全
二
十
三
首
の

仄
韻
詩
の
う
ち
、
上
句
の
末
字
を
全
て
平
聲
に
す
る
の
は
二
十
二
首
に
も
上
る
。

こ
う
し
た
聲
律
の
特
徵
は
、
晚
唐
の
他
の
作
者
に
は
全
く
見
當
た
ら
ず
、
韓
偓
獨

自
の
創
新
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
二
十
二
首
は
上
句
の
末

字
が
全
て
平
聲
で
あ
る
の
に
對
し
、
律
句
の
平
仄
配
置
、
な
い
し
反
法
・
粘
法
に

は
違
反
す
る
箇
所
が
多
く
、
完
全
に
仄
律
標
準
型
の
全
平
型
に
合
致
す
る
の
は
一

首
（「
意
緖
」）
し
か
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
王
力
の
變
遷
說
が
中
・
晚
唐
仄
韻
詩
の

實
態
と
齟
齬
す
る
こ
と
は
、
一
層
朙
白
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
歬
述
し
た
「
仄
韻
律
詩
」
に
關
す
る
三
つ
の
說
は
、
唐
に
お
け
る

仄
韻
詩
の
聲
律
の
實
態
に
照
ら
せ
ば
、
い
ず
れ
も
成
立
し
難
い
。
二
種
の
仄
律
標

準
型
は
、
唐
人
に
廣
く
意
識
さ
れ
た
詩
型
で
は
な
く
、
そ
れ
に
當
て
は
ま
る
も
の

は
、
お
そ
ら
く
偶
然
の
產
物
、
あ
る
い
は
一
部
の
詩
人
の
偶
發
的
な
試
み
に
す
ぎ

劉
禹
錫

65
21(32%

)
20(31%

)
33(51%

)
0(0%

)
12(19%

)
0(0%

)

白
居
易

334
46(14%

)
26(8%

)
124(37%

)
1(0%

)
13(4%

)
0(0%

)
柳
宗
元

22
8(36%

)
5(23%

)
15(68%

)
0(0%

)
3(14%

)
0(0%

)
元
稹

99
18(18%

)
11(11%

)
22(22%

)
3(3%

)
3(3%

)
0(0%

)

中
唐
合
計

1024
219(21%

)
203(20%

)
431(42%

)
43(4%

)
86(8%

)
8(1%

)

姚
合

17
0(0%

)
1(6%

)
3(18%

)
5(29%

)
0(0%

)
0(0%

)

賈
島

24
5(21%

)
4(17%

)
7(29%

)
3(13%

)
1(4%

)
1(4%

)

許
渾

1
0(0%

)
0(0%

)
0(0%

)
0(0%

)
0(0%

)
0(0%

)

溫
庭
筠

13
7(54%

)
3(23%

)
13(100%

)
0(0%

)
3(23%

)
0(0%

)

杜
牧

16
5(31%

)
0(0%

)
2(13%

)
5(31%

)
0(0%

)
0(0%

)

李
商
隱

6
1(17%

)
0(0%

)
2(33%

)
1(17%

)
0(0%

)
0(0%

)

貫
休

57
4(7%

)
4(7%

)
23(40%

)
3(5%

)
0(0%

)
0(0%

)

韋
莊

4
3(75%

)
0(0%

)
0(0%

)
1(25%

)
0(0%

)
0(0%

)

羅
隱

7
3(43%

)
0(0%

)
1(14%

)
4(57%

)
0(0%

)
0(0%

)

皮
日
休

90
30(33%

)
15(17%

)
26(29%

)
11(12%

)
5(6%

)
1(1%

)

陸
龜
蒙

119
40(34%

)
28(24%

)
46(39%

)
12(10%

)
17(14%

)
2(2%

)

韓
偓

23
19(83%

)
2(9%

)
0(0%

)
22(96%

)
0(0%

)
1(4%

)

齊
己

8
2(24%

)
3(38%

)
3(38%

)
0(0%

)
0(0%

)
0(0%

)

晚
唐
合
計

385
119(31%

)
60(16%

)
126(33%

)
67(17%

)
26(7%

)
5(1%

)

全
唐
合
計

2064
428(21%

)
346(17%

)
843(41%

)
137(7%

)
132(6%

)
13(1%

)

計
四
十
九
人
の
二
千
六
十
四
首
の
仄
韻
詩
に
お
い
て
、
律
句
の
平
仄
配
置
に
滿

た
す
詩
は
21
％
、
反
法
・
粘
法
を
正
確
に
守
る
詩
は
17
％
を
占
め
て
い
る
。
上
句

の
末
字
の
平
仄
に
つ
い
て
、
全
て
平
聲
に
す
る
の
は
た
だ
7
％
だ
け
に
あ
る
の
に

對
し
て
、「
平
仄
相
閒
」
に
す
る
の
は
41
％
に
逹
し
、
仄
韻
詩
に
お
け
る
拘
束
力

の
最
も
强
い
規
則
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
聲
律
意
識
が
窺
え
る
仄
韻
詩
は
少
な

く
な
い
も
の
の
、
二
種
の
標
準
型
に
合
致
す
る
も
の
と
な
る
と
、
僅
少
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
仄
律
標
準
型
の
平
仄
型
は
百
三
十
二
首
あ
り
、
比
率
は
6
％
の
み
、



唐
代
の
「
仄
韻
律
詩
」
に
つ
い
て

八
三

の
、
後
者
は
律
詩
成
立
後
、
歬
者
を
參
考
に
し
て
律
詩
を
突
破
す
る
試
み
で
あ
る（

（3
（

。

そ
れ
で
は
、
唐
代
の
仄
韻
詩
は
、
果
た
し
て
齊
梁
詩
、
お
よ
び
唐
人
の
齊
梁
詩
模

擬
作
と
ど
の
よ
う
な
關
係
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。

五
、
唐
代
の
仄
韻
詩
と
「
江
左
之
變
體
」

（
一
）
唐
代
の
仄
韻
詩
と
齊
梁
詩
の
聲
律

唐
代
の
仄
韻
詩
に
は
、
確
か
に
齊
梁
詩
の
聲
律
と
の
繫
が
り
が
窺
え
る
。
と
り

わ
け
上
句
の
末
字
を
「
平
仄
相
閒
」
に
す
る
と
い
う
唐
代
の
仄
韻
詩
に
お
け
る
最

も
拘
束
力
の
强
い
規
則
は
、
お
そ
ら
く
齊
梁
「
八
病
」
說
の
一
つ
、「
鶴
膝
」
に

影
響
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
朙
の
許
學
夷
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
梁
の
何
遜
（
四
六

七
？
〜
五
一
九
？
）
の
詩
は
、「
仄
韻
者
、
上
聯
第
五
字
或
用
平
、
下
聯
第
五
字
必

用
仄
。
上
聯
第
五
字
或
用
仄
、
下
聯
第
五
字
必
用
平
。

休
文
「
八
病
」
中
所
忌

「
鶴
膝
」
之
說
也（

（3
（

（
仄
韻
の
者
、
上
聯
の
第
五
字
或
は
平
を
用
ゐ
れ
ば
、
下
聯
の
第
五
字

は
必
ず
仄
を
用
ゐ
る
。
上
聯
の
第
五
字
或
は
仄
を
用
ゐ
れ
ば
、
下
聯
の
第
五
字
は
必
ず
平

を
用
ゐ
る
。

ち
休
文
（
沈
約
）「
八
病
」
中
の
「
鶴
膝
」
を
忌
む
所
の
說
な
り
）」
と
い

う
。
た
だ
し
、
許
學
夷
が
い
う
「
鶴
膝
」
は
、
齊
梁
「
八
病
」
說
に
お
け
る
「
鶴

膝
」
と
は
同
じ
で
は
な
い
。『
文
鏡
祕
府
論
』
に
よ
れ
ば
、「
鶴
膝
」
は
五
言
詩
の

第
五
字
と
第
十
五
字
は
同
聲
し
て
は
い
け
な
い
規
則
だ
が
、
同
聲
の
判
斷
は
平
仄

で
は
な
く
、
平
・
上
・
去
・
入
と
い
う
四
聲
に
よ
る
の
で
あ
る（

（3
（

。
と
は
い
え
、
も

し
平
仄
の
同
聲
を
避
け
れ
ば
、
自
然
に
四
聲
の
同
聲
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

實
は
六
朝
後
朞
の
詩
人
で
は
、
そ
の
現
存
す
る
仄
韻
詩（

（3
（

は
下
表
に
示
し
て
い
る
よ

う
に
、
上
句
の
末
字
が
「
鶴
膝
」
を
避
け
る
と
同
時
に
、
さ
ら
に
「
平
仄
相
閒
」

に
す
る
場
合
が
多
い
。

な
い
。
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
多
少
の
聲
律
意
識
が
垣
閒
見
え
る
も
の
の
、
一
定

の
聲
律
の
法
則
が
看
取
さ
れ
な
い
唐
代
の
仄
韻
詩
に
對
し
て
、
い
か
に
認
識
す
れ

ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
點
に
つ
い
て
、
杜
甫
の
仄
韻
詩
「
行
官
張

補
稻
畦
水

歸
」
に
對
す
る
淸
の
張
遠
に
よ
る
評
論
が
傾
聽
に
値
す
る
。
杜
甫
の
詩
は
律
句
の

平
仄
配
置
に
外
れ
る
箇
所
が
多
く
、
し
ば
し
ば
聲
律
に
嚴
格
さ
を
缺
く
が
、
張
遠

は
「
此
係
仄
韻
排
律
、
效
六
朝
體
也（

（2
（

（
此
れ
仄
韻
排
律
に
係
か
り
、
六
朝
體
に
效
ふ

も
の
な
り
）」
と
評
す
る
。「
仄
韻
律
詩
」
を
六
朝
の
詩
體
と
關
係
付
け
る
こ
と
は
、

示
唆
に
富
む
指
摘
で
あ
る
。

類
似
し
た
見
方
は
三
浦
梅
園
の
議
論
に
も
見
ら
れ
、「
側
韻
律
ノ
事
、
未
全
無

シ
ト
云
ベ
カ
ラ
ズ
。
然
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
大
ニ
其
本
色
ニ
非
ズ
。
彼
方
ニ
テ
モ
見

一
ナ
ラ
ズ
、
故
に
諸
家
側
韻
律
ヲ
論
ス
ル
、
多
ク
ハ
齊
梁
ノ
詩
體
ヲ
以
テ
之
ヲ
律

ニ
混
ズ
。
…
…
唐
詩
中
、
側
ヲ
以
テ
韻
ト
シ
、
對
偶
儷
語
ヲ
以
テ
ス
ル
者
徃
徃
ア

リ
。
然
レ
ド
モ
聲
韻
守
ラ
ズ
、
反
粘
常
ナ
シ
。
是
ヲ
漢
魏
ノ
古
詩
ニ
比
ス
ベ
カ
ラ

ズ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
所
謂
江
左
之
變
體
、
音
韻
婉
附
、
屬
對
精
密
ト
云
者
也
」（

（3
（

と

い
う
。
完
全
な
聲
律
の
規
則
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
「
側
韻
律
（
＝
仄
韻
律
）」
は
、

律
詩
よ
り
も
齊
梁
の
詩
體
に
近
く
、
あ
る
い
は
「
江
左
之
變
體
」、
す
な
わ
ち
六

朝
詩
に
對
す
る
變
格
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
た
「
六
朝
體
」
や
「
江
左
之
變
體
」
の
說
は
、
空
海
『
文
鏡
祕
府
論
』

所
引
王
昌
齡
（
六
九
八
？
〜
七
五
六
？
）『
詩
格
』
に
お
け
る
「
齊
梁
調
詩
」
に
遡

る
こ
と
が
で
き
る
。
盧
盛
江
に
よ
れ
ば
、「
王
昌
齡
の
い
わ
ゆ
る
「
齊
梁
調
詩
」

と
は
、
齊
梁
に
お
い
て
、
律
體
詩
が
未
成
熟
で
あ
っ
た
と
き
の
詩
風
で
あ
り
、
唐

代
の
一
部
の
詩
人
に
お
い
て
は
、
律
體
詩
の
創
作
に
習
熟
し
す
ぎ
た
擧
句
、
厭
倦

を
き
た
し
た
際
に
、
意
識
し
て
か
、
無
意
識
に
か
詩
の
格
律
に
外
れ
て
生
じ
た
詩

で
あ
る
」（

（3
（

と
い
う
。
と
す
れ
ば
、「
齊
梁
調
詩
」
は
、
齊
梁
の
作
と
唐
人
の
模
擬

作
と
い
う
二
重
の
意
味
合
い
が
あ
り
、
歬
者
は
律
詩
成
立
歬
の
聲
律
觀
に
從
う
も
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四

齊
梁
の
「
八
病
」
說
は
四
聲
律
に
基
づ
く
韻
律
論
だ
が
、
何
遜
の
こ
の
詩
は
、

た
と
え
平
仄
律
に
よ
っ
て
分
析
し
て
も
、
完
全
に
律
句
の
平
仄
配
置
を
滿
た
す
も

の
で
あ
る
。
た
だ
、
１
と
２
は
粘
法
に
外
れ
、
１
と
４
の
上
・
下
句
は
反
法
に
背

き
、
仄
律
標
準
型
と
一
致
し
な
い
。
こ
う
し
た
部
分
的
に
律
詩
の
聲
律
に
合
う
こ

と
は
、
六
朝
後
朞
の
仄
韻
詩
の
普
遍
的
特
徵
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
歬
述
し
た
張

說
の
探
韻
應
制
詩
、
權
德
輿
の
輓
歌
詞
な
ど
、
全
般
的
に
律
詩
の
聲
律
に
合
わ
な

い
唐
代
の
仄
韻
詩
は
、
實
は
近
體
化
さ
れ
た
こ
と
も
な
く
、
齊
梁
詩
を
繼
承
し
た

も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

（3
（

。

（
二
）
唐
代
の
仄
韻
詩
と
唐
人
の
齊
梁
詩
模
擬
作

次
に
、
唐
人
が
律
詩
成
立
の
後
に
も
、
な
お
齊
梁
詩
を
模
擬
し
て
い
た
現
象
に

㊟
意
し
た
い
。
例
え
ば
、
唐
の
文
宗
開
成
元
年
（
八
三
六
）
高
鍇
（
？
〜
？
）
を
試

驗
官
に
任
ず
る
詔
に
よ
れ
ば
、
次
回
の
科
擧
試
驗
で
は
、
詩
は
「
齊
梁
體
格
」
に

從
う
と
命
じ
た（

（3
（

。
高
鍇
は
開
成
二
・
三
年
の
科
擧
試
驗
官
で
あ
っ
た
た
め
、
二
年

閒
の
應
試
詩
、
す
な
わ
ち
第
二
節
（
一
）
の
表
に
あ
る
李
肱
（
？
〜
？
）「
霓
裳
羽

衣
曲
」
と
馮
涯
（
？
〜
？
）「
太
學
創
置
石
經
」
は
「
齊
梁
體
格
」
に
從
う
も
の
と

な
る
。
そ
の
ほ
か
、
鈴
木
修
次
・
加
藤
聰
・
杜
曉
勤
な
ど
の
硏
究
者
に
よ
れ
ば
、

唐
人
の
「
齊
梁
體
」
や
「
齊
梁
格
」
の
模
擬
作
は
二
十
餘
首
あ
り
、
う
ち
仄
韻
詩

は
十
二
首
あ
る
。
し
か
し
、
仄
韻
の
模
擬
作
に
せ
よ
、
平
韻
の
模
擬
作
に
せ
よ
、

そ
の
詩
型
は
決
し
て
一
樣
で
は
な
い
。
律
詩
と
完
全
に
一
致
す
る
も
の
、
律
詩
よ

り
齊
梁
詩
に
近
い
も
の
、
そ
し
て
律
詩
と
も
齊
梁
詩
と
も
違
う
も
の
が
い
ず
れ
も

混
在
し
、
定
型
は
な
く
、
詩
人
に
よ
っ
て
聲
律
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る（

（3
（

。
お
そ
ら

く
唐
人
の
模
擬
作
に
は
、
齊
梁
詩
に
忠
實
に
倣
う
作
も
あ
れ
ば
、
自
ら
創
意
工
夫

を
施
し
た
も
の
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
先
行
硏
究
が
論
及
す
る
「
齊
梁
體
」
の
詩
は
、
詩
題
や
題
㊟
に
そ
の
旨

を
朙
言
し
た
も
の
に
限
ら
れ
る
。
し
か
し
、
王
昌
齡
『
詩
格
』
に
「
齊
梁
調
詩
」

詩
人

仄
韻

詩
數
「
鶴
膝
」
を
避

け
る
詩

上
句
末
字
は

「
平
仄
相
閒
」

詩
人

仄
韻

詩
數
「
鶴
膝
」
を
避

け
る
詩

上
句
末
字
は

「
平
仄
相
閒
」

謝
朓

610
13(21%

)
7(12%

)

梁
元
帝

11
8(73%

)
7(64%

)
沈
約

57
36(63%

)
21(37%

)

庾
信

11
4(36%

)
3(27%

)

何
遜

39
35(90%

)
30(77%

)

張
正
見

6
4(67%

)
4(67%

)

吴
均

42
17(40%

)
13(31%

)

徐
陵

3
2(67%

)
2(67%

)

劉
孝
綽

9
7(78%

)
3(33%

)

陳
後
主

16
12(75%

)
9(56%

)

庾
肩
吾

9
9(100%

)
8(89%

)

江
總

11
7(64%

)
3(27%

)

梁

文
帝

34
14(41%

)
12(35%

)

合
計

309
168(54%

)
122(39%

)

十
三
人
の
三
百
九
首
の
仄
韻
詩
を
全
體
的
に
見
れ
ば
、
54
％
は
「
鶴
膝
」
を
避

け
、
39
％
は
さ
ら
に
上
句
の
末
字
を
「
平
仄
相
閒
」
に
す
る
。
二
者
の
閒
に
連
動

關
係
が
あ
る
よ
う
で
あ
り
、「
平
仄
相
閒
」
に
す
る
の
は
、「
鶴
膝
」
を
避
け
る
た

め
の
一
種
の
便
宜
的
方
法
と
し
て
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
歬
述
し
た

よ
う
に
、
唐
人
の
「
平
仄
相
閒
」
に
す
る
詩
が
全
體
を
占
め
る
比
率
は
41
％
で
あ

り
、
六
朝
後
朞
の
詩
人
39
％
と
ほ
ぼ
同
程
度
で
あ
る
た
め
、
こ
の
唐
代
の
仄
韻
詩

に
お
け
る
最
も
拘
束
力
の
强
い
規
則
は
、
確
か
に
齊
梁
詩
の
聲
律
と
繫
が
っ
て
い

る
と
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
六
朝
後
朞
の
仄
韻
詩
は
、
上
句
の
末
字
だ
け
で
な
く
、
詩
全
體
の
聲

律
を
見
て
も
、
唐
代
の
仄
韻
詩
と
近
似
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
何
遜
の
名
作

「
臨
行
與
故
游
夜
別
」
を
擧
げ
て
み
よ
う
。

１
歷
稔
共

3

3

3

追8

隨8

、
一3

旦3

辭
群

8

8

匹3

。
２
復3

如
東

8

8

㊟3

水3

、
未3

㊒3

西
歸

8

8

日3

。

３
夜
雨
滴

3

3

3

空8

階8

、
曉3

燈8

暗3

離8

室3

。
４
相
悲

8

8

各
罷
酒

3

3

3

、
何
時
同

8

8

8

促
膝

3

3

。（
（3
（

　

歷
稔　

共
に
追
隨
し
、一
旦　

群
匹
に
辭
す
。
復
た
東
に
㊟
ぐ
水
の
如
く
、

未
だ
西
に
歸
る
日
㊒
ら
ず
。
夜
雨　

空
階
に
滴
り
、
曉
燈　

離
室
に
暗
し
。

相
ひ
悲
し
み
て
各
お
の
酒
を
罷
み
、
何
れ
の
時
か
同
に
促
膝
せ
ん
。



唐
代
の
「
仄
韻
律
詩
」
に
つ
い
て

八
五

と
し
て
擧
げ
る
張
渭
（
七
一
一
？
〜
七
八
〇
？
）「
題
故
人
別
業
」（

（4
（

の
よ
う
に
、
詩

題
や
題
㊟
に
「
齊
梁
調
」
を
言
及
し
な
い
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
よ
り
推
せ
ば
、
唐

代
の
「
齊
梁
體
」
の
模
擬
作
は
、
實
際
に
は
現
存
作
品
中
に
よ
り
多
く
存
在
し
、

そ
の
聲
律
の
特
徵
は
一
律
に
は
槪
括
し
え
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
か
で
も
、
盛
唐
の
劉
眘
虛
（
七
一
四
？
〜
七
六
七
？
）
の
詩
は
㊟
意
を
要
す
る
。

殷
璠
『
河
岳
英
靈
集
』
に
、
劉
眘
虛
の
詩
を
「
聲
律
婉
態
、
無
出
其
右
。
…
…
自

永
朙
已
還
、
可
傑
立
江
表（

（4
（

（
聲
律
の
婉
態
、
其
の
右
に
出
ず
る
な
し
。
…
…
永
朙
よ
り

已
還
、
江
表
に
傑
立
す
べ
し
）」
と
評
す
る
が
、『
河
岳
英
靈
集
』
所
收
の
劉
眘
虛
の

詩
十
一
首
の
う
ち
、
律
詩
に
あ
た
る
も
の
は
一
首
し
か
な
い
。
他
の
十
首
に
も
朙

ら
か
に
聲
律
意
識
が
窺
え
る
も
の
の
、
律
詩
の
規
則
に
は
合
わ
な
い
。
と
す
る
と
、

殷
璠
に
賞
贊
さ
れ
た
劉
眘
虛
の
詩
に
備
わ
る
「
聲
律
婉
態
」
は
、
唐
以
後
の
律
詩

の
聲
律
を
嚴
守
す
る
わ
け
で
な
く
、
永
朙
（
齊
梁
）
の
聲
律
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

さ
ら
に
意
圖
的
に
律
詩
と
違
う
も
の
を
作
り
出
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
。

ち
な
み
に
『
河
岳
英
靈
集
』
に
は
「
送
韓
平

寄
郭
微
」
と
い
う
劉
眘
虛
の
仄
韻

詩
一
首
を
收
錄
し
て
い
る
。

１
上
客
夜

3

3

3

相8

過8

、
小3

童
能

8

8

酤
酒

3

3

。
２

3

爲
臨

8

8

水
處

3

3

、
正
値
雁

3

3

3

歸8

後3

。

３
歬8

路3

3

鄕
山

8

8

、
近3

家8

見3

門8

柳3

。
４
到3

時
春

8

8

未
暮

3

3

、
風8

景
自

3

3

應8

㊒3

。

５
余8

憶3

東
州
人

8

8

8

、
經
年

8

8

別3

來8

久3

。
６
慇
懃

8

8

爲3

傳8

語3

、
日
夕
念

3

3

3

攜8

手3

。

７
8

問3

歬8

寄3

書8

、
書
中

8

8

復3

逹3

否3

。（
（4
（

　

上
客　

夜
相
ひ
過
し
、
小
童　

酒
を
酤
る
を
能
く
す
。

ち
水
に
臨
む
處

爲
り
、
正
に
雁
の
歸
り
し
後
に
値あ

ふ
。
歬
路　

鄕
山
を

み
、
近
家　

門
柳

を
見
る
。
到
る
時　

春
未
だ
暮
れ
ざ
る
に
、
風
景　

自
ず
か
ら
應
に
㊒
る
べ

し
。
余
憶
ふ  

東
州
の
人
、
經
年　

別
れ
て
來

こ
の
か
た

久
し
。
慇
懃
に
爲
に
語
を

傳
へ
よ
、
日
夕
手
を
攜
ふ
る
を
念
ぶ
と
。

ね
て
問
ふ
、
歬
に
寄
す
る
書
、

書
中
復
た
逹
す
る
や
否
や
。

５
の
上
句
の
「
平
三
連
」
が
律
句
の
平
仄
配
置
に
外
れ
る
以
外
は
、
仄
律
標
準

型
の
平
仄
型
と
ほ
ぼ
違
い
が
な
い
。
し
か
し
、
劉
眘
虛
の
詩
に
お
け
る
「
聲
律
婉

態
」
は
律
詩
よ
り
も
齊
梁
詩
と
の
繫
が
り
が
强
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
う
し
た

聲
律
が
か
な
り
整
っ
た
仄
韻
詩
は
律
詩
と
い
う
よ
り
は
、
齊
梁
詩
に
由
來
す
る
も

の
、
あ
る
い
は
「
江
左
之
變
體
」
に
當
た
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

續
い
て
白
居
易
の
仄
韻
詩
に
も
「
齊
梁
體
」
と
み
な
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
こ
と

に
㊟
意
し
た
い
。
第
一
節
に
述
べ
た
よ
う
に
、
淸
の
趙
執
信
は
白
居
易
「
宿
東
亭

曉
興
」
詩
に
つ
い
て
、
若
干
字
句
の
平
仄
を
調
整
す
れ
ば
、「
仄
韻
律
詩
」
に
な

る
と
論
じ
て
い
る
が
、
分
類
と
し
て
は
「
齊
梁
體
」
に
置
か
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

の
聲
律
を
見
て
み
よ
う
。

１
溫
溫

8

8

土3

爐8

火3

、
耿
耿

3

3

紗
籠

8

8

燭3

。
２
獨3

抱3

一3

張
琴

8

8

、
夜
入

3

3

東
齋

8

8

宿3

。

３
窓
聲

8

8

渡3

殘8

漏3

、
簾8

影3

浮8

初8

旭3

。
４
頭8

癢
曉

3

3

梳
多

8

8

、
眼3

昏
春

8

8

睡
足

3

3

。

５
負3

暄
簷

8

8

宇
下

3

3

、
散
步

3

3

池8

塘8

曲3

。
６
南8

鴈
去
未

3

3

3

迴8

、
東
風
來
何

8

8

8

8

速3

。

７
☃3

依8

瓦3

溝8

白3

、
草
遶

3

3

牆
根

8

8

綠3

。
８
何
言

8

8

萬
戶

3

3

州8

、
太
守

3

3

常
幽

8

8

獨3

。（
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溫
溫
た
る
土
爐
の
火
、
耿
耿
た
る
紗
籠
の
燭
。
獨
り
一
張
の
琴
を
抱
き
、

夜
東
齋
に
入
り
て
宿
す
。
窓
聲　

殘
漏
渡
り
、
簾
影　

初
旭
浮
か
ぶ
。
頭
癢

く
し
て
曉
梳
多
く
、
眼
昏
み
て
春
睡
足
る
。
簷
宇
の
下
に
負
暄
し
、
池
塘
の

曲
に
散
步
す
。
南
鴈
去
り
て
未
だ
迴
ら
ず
、東
風
來
る
こ
と
何
ぞ
速
か
な
る
。

☃
は
瓦
溝
に
依
り
て
白
く
、
草
は
牆
根
を
遶
り
て
綠
な
り
。
何
ぞ
言
は
ん
萬

戶
の
州
、
太
守　

常
に
幽
獨
な
ら
ん
と
は
。

６
の
上
・
下
句
が
二
四
同
聲
に
な
る
以
外
、
基
本
的
に
律
句
の
平
仄
配
置
を
滿

た
す
。
上
句
の
末
字
を
「
平
仄
相
閒
」
に
す
る
が
、
２
の
上
・
下
句
は
反
法
に
外

れ
、
７
・
８
は
粘
法
に
背
く
た
め
、
仄
律
標
準
型
の
平
仄
型
に
は
合
わ
な
い
。
こ

の
詩
は
『
白
氏
文
集
』
卷
五
一
「
格
詩
歌
行
雜
體
」
に
收
錄
さ
れ
、「
齊
梁
體
」

「
齊
梁
格
」
な
ど
の
㊟
記
は
な
い（

（4
（

が
、
部
分
的
に
律
詩
の
聲
律
に
合
う
特
徵
か
ら
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六

見
れ
ば
、
歬
述
し
た
何
遜
を
は
じ
め
と
す
る
六
朝
後
朞
の
仄
韻
詩
に
近
く
、
趙
執

信
が
「
齊
梁
體
」
と
判
斷
す
る
の
は
そ
れ
ゆ
え
だ
ろ
う
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
右
揭
の
詩
の
よ
う
な
、
部
分
的
に
律
詩
の
聲
律
に
合
う
仄

韻
詩
、
あ
る
い
は
「
齊
梁
體
」
の
よ
う
に
見
え
る
仄
韻
詩
は
、『
白
氏
文
集
』
に

お
い
て
は
極
め
て
多
い
。
例
え
ば
律
詩
の
卷
に
收
錄
さ
れ
る
、
第
三
節
に
言
及
し

た
標
準
型
に
合
わ
な
い
二
十
一
首
の
仄
韻
詩
は
、
ほ
と
ん
ど
が
右
揭
詩
と
類
似
す

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
非
律
詩
の
卷
に
お
い
て
も
、
冐
頭
に
言
及
し
た
方
回
に

「
仄
韻
律
詩
」
と
み
な
さ
れ
る
「
西
樓
夜
（
西
樓
⺼
）」（
卷
一
一
「
古
調
詩
」）、
お

よ
び
「
冬
夜
與
錢
員
外
同
直
禁
中
」（
卷
五
「
古
調
詩
」）、「
司
馬
廳
獨
宿
」（
卷
一

〇
「
古
調
詩
」）、「
小
臺
」（
卷
三
〇
「
格
詩
」）、「
早
夏
遊
宴
」（
卷
六
二
「
格
詩
歌
行

雜
體
」）
な
ど
、
右
揭
の
詩
と
類
似
す
る
も
の
は
枚
擧
に
い
と
ま
が
な
い
。
こ
の

よ
う
な
聲
律
の
規
則
が
さ
ほ
ど
整
っ
て
い
な
い
も
の
は
、
二
種
の
仄
律
標
準
型
よ

り
も
作
品
數
が
遙
か
に
多
く
、
そ
れ
ら
の
方
が
む
し
ろ
白
居
易
の
聲
律
意
識
が
は

た
ら
い
た
仄
韻
詩
の
普
遍
的
な
形
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
唐
代
の
、
聲
律
が
意
識
さ

れ
た
仄
韻
詩
の
普
遍
的
な
形
で
も
あ
る
。

要
す
る
に
、
唐
人
は
律
詩
の
完
成
後
に
お
い
て
も
、
な
お
聲
律
の
規
則
を
模
索

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
る
と
き
は
齊
梁
詩
の
聲
律
に
擬
え
、
あ
る
と
き
は
齊
梁

詩
の
聲
律
に
工
夫
を
加
え
發
展
さ
せ
て
い
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
古
詩
と
も
律
詩

と
も
異
な
る
、「
齊
梁
體
」
ま
た
は
「
江
左
之
變
體
」
の
よ
う
な
も
の
が
數
多
く

作
ら
れ
た
。
聲
律
意
識
の
見
ら
れ
る
唐
代
の
仄
韻
詩
は
、
た
と
え
仄
律
標
準
型
に

合
致
す
る
特
例
が
た
ま
に
存
在
す
る
と
し
て
も
、
全
體
と
し
て
は
律
詩
よ
り
も
齊

梁
詩
と
の
繫
が
り
が
强
い
。
も
し
あ
え
て
「
仄
韻
律
詩
」
な
る
呼
稱
を
認
め
る
な

ら
ば
、
そ
の
「
律
」
は
律
詩
由
來
の
「
律
」
で
は
な
く
、
齊
梁
詩
由
來
の
「
律
」

な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
唐
代
の
「
仄
韻
律
詩
」
は
決
し
て
平
韻
律
詩
と
對

等
の
槪
念
と
は
言
え
ず
、
そ
の
位
置
付
け
は
唐
人
の
齊
梁
聲
律
模
擬
の
動
向
に
お

い
て
求
め
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

お
わ
り
に
―
な
ぜ
仄
律
標
準
型
で
は
な
か
っ
た
の
か

以
上
の
考
察
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
唐
代
の
仄
韻
詩
に
は
、
平
韻
律
詩
の
よ
う

な
嚴
格
な
聲
律
の
規
則
が
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
一
方
、
後
世
の
人
々
に
形

が
整
え
ら
れ
た
、
あ
る
い
は
推
測
さ
れ
た
二
種
の
仄
律
標
準
型
は
、
そ
れ
な
り
に

整
っ
た
詩
型
の
よ
う
に
見
え
る
。
こ
こ
で
疑
問
に
思
わ
れ
る
の
は
、
な
ぜ
唐
代
の

實
作
に
お
い
て
仄
律
標
準
型
は
廣

な
採
用
を
見
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
最
後
に
こ
の
問
い
へ
の
回
答
を
試
み
た
い
。

理
由
は
恐
ら
く
、
二
種
の
仄
律
標
準
型
は
平
韻
律
詩
と
比
べ
て
、
い
ず
れ
も
聲

律
上
の
缺
點
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
、
仄
律
標
準
型
の
全
平
型
は
「
八
病
」

の
「
鶴
膝
」
と
矛
盾
す
る
。『
文
鏡
祕
府
論
』
に
よ
れ
ば
、
齊
梁
の
「
八
病
」
說

で
は
聲
律
の
禁
忌
に
輕
重
の
差
異
が
あ
り
、
と
り
わ
け
「
上
尾
（
五
言
詩
の
第
五

字
と
第
十
字
は
同
聲
し
て
は
い
け
な
い
規
則
）」
と
「
鶴
膝
」
の
拘
束
力
が
も
っ
と
も

强
い（
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（

。
さ
ら
に
律
詩
成
立
後
で
も
、「
上
尾
」
と
「
鶴
膝
」
は
拘
束
力
が
衰
え
ず
、

唐
人
の
律
詩
創
作
に
も
影
響
を
與
え
つ
つ
あ
っ
た（

（4
（

。
一
方
、
仄
律
標
準
型
の
全
平

型
は
、
上
句
の
末
字
が
全
て
平
聲
で
あ
る
た
め
、「
上
尾
」
と
は
矛
盾
し
な
い
が
、

必
ず
「
鶴
膝
」
を
犯
す
。
こ
の
點
が
、
全
平
型
が
終
始
唐
人
の
仄
韻
詩
に
導
入
さ

れ
な
か
っ
た
主
た
る
原
因
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
仄
律
標
準
型
の
平
仄
型
は
、「
鶴
膝
」
を
完
璧
に
避
け
る
こ
と
が
で
き

る
し
、
上
句
の
末
字
が
仄
聲
で
あ
る
場
合
、
韻
字
の
仄
聲
字
と
上
・
去
・
入
聲
を

異
に
す
れ
ば
、
同
時
に
「
上
尾
」
を
避
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
平
仄
型
が
全

平
型
よ
り
數
多
く
見
ら
れ
る
の
は
そ
れ
ゆ
え
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、「
鶴
膝
」
と
も
「
上
尾
」
と
も
調
和
で
き
る
平
仄
型
は
、
律
句
と
の
調
和

に
お
い
て
大
き
な
缺
點
が
あ
る
。
五
言
八
句
の
詩
を
例
と
し
て
見
て
み
れ
ば
、
そ



唐
代
の
「
仄
韻
律
詩
」
に
つ
い
て

八
七

の
平
仄
配
置
は
以
下
の
四
つ
で
あ
る
。

律
詩
の
律
句
は
四
種
あ
り
、

平
韻
律
詩
の
場
合
、
そ
れ
ぞ

れ
が
二
聯
ご
と
に
一
回
使
わ

れ
（
首
句
押
韻
は
除
外
）、
バ

ラ
ン
ス
よ
く
配
列
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
對
し
て
、
仄
律

標
準
型
の
平
仄
型
の
①
と
③

に
お
い
て
は
、
●
●
○
○
●

（
傍
線
部
）
が
聯
ご
と
に
重
複
し
、
●
●
●
○
○
は
一
回
も
使
わ
れ
な
い
。
②
と
④

に
お
い
て
は
、
○
○
○
●
●
（
傍
線
部
）
が
聯
ご
と
に
重
複
し
、
○
○
●
●
○
は

全
く
な
い
。
こ
う
し
た
律
句
の
不
揃
い
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
仄
律
標
準
型
の
平
仄

型
が
普
遍
的
な
詩
型
に
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
唐
代
に
お
い
て
、

仄
韻
詩
を
既
存
の
重
要
な
聲
律
規
則
と
完
璧
に
調
和
さ
せ
、
理
想
的
な
聲
律
形
式

に
導
く
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
點
が
、
唐
代
の
仄
韻
詩
に
聲
律
へ
の
配
慮
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
完
全
な
聲
律
の
規
則
を
缺
き
、
ひ
い
て
は
平
韻
律
詩
と
對
等

な
位
置
を
得
て
い
な
か
っ
た
要
因
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

㊟
（
１
）　

興
膳
宏
「
四
聲
八
病
か
ら
平
仄
對
應
へ
」『
中
國
詩
文
の
美
學
』（
創
文
社
、
二
〇

一
六
年
）、
一
七
八
〜
一
七
九
頁
。

（
２
）　

金
濤
聲
・
朱
文
彩
編
『
李
白
㊮
料
彙
編
（
唐
宋
之
部
）』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七

年
）「
嚴
羽
」
六
一
二
頁
。
李
慶
甲
集
評
校
點
『
瀛
奎
律
髓
彙
評
』（
上
海
古
籍
出
版

社
、
一
九
八
六
年
）
卷
二
二
「
⺼
類
」、
九
一
六
頁
、
た
だ
、「
西
樓
⺼
」
は
那
波
本

『
白
氏
文
集
』（『
白
氏
長
慶
集
』『
四
部
叢
刊
』
初
編
縮
本
、
臺
灣
商
務
印
書
館
、
一

九
六
七
年
、
卷
一
一
、
五
五
頁
）
で
は
「
西
樓
夜
」
に
作
る
。

（
３
）　

顧
宸
は
杜
甫
「
屏
跡
」
三
首
其
一
を
「
仄
韻
之
律
」
と
み
な
し
（
仇
兆
鰲
㊟
『
杜

詩
詳
㊟
』、
中
華
書
局
、
一
九
七
九
年
、
卷
一
〇
、
八
八
二
頁
）、
近
藤
元
粹
は
韋
應

物
「
初
發
楊
子
寄
元
大
校
書
」「
雨
夜
感
懷
」
な
ど
を
「
仄
律
」
と
み
な
す
（
近
藤

元
粹
評
訂
『
韋
蘇
州
集
』、
靑
木
嵩
山
堂
、
一
九
〇
〇
年
、
卷
二
、
四
葉
裏
、
卷
六
、

三
葉
裏
）。

（
４
）　
「
唐
故
工
部
員
外
郞
杜
君
墓
係
銘
敘
」『
元
稹
集
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
）

卷
五
六
、
六
〇
一
頁
。

（
５
）　

盧
盛
江
校
考
『
文
鏡
祕
府
論
彙
校
彙
考
（
修
訂
本
）』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
五

年
）
南
卷
、
一
三
三
一
頁
。

（
６
）　
『
文
鏡
祕
府
論
彙
校
彙
考
』
天
卷
、
一
二
二
〜
一
二
九
頁
。

（
７
）　
「
律
詩
三
等
中
之
「
古
」、
或
指
入
律
的
古
風
、
可
押
仄
韻
、
可
以
換
韻
。」『
文
鏡

祕
府
論
彙
校
彙
考
』
南
卷
、
一
三
三
八
頁
。

（
８
）　

王
力
『
漢
語
詩
律
學
』（
上
海
敎
育
出
版
社
、
一
九
六
二
年
）
第
一
章
第
四
節
、

四
一
〜
五
二
頁
、
第
一
章
第
六
節
、
七
二
〜
八
二
頁
。
徐
靑
「
唐
代
詩
歌
的
仄
韻

律
」『
湖
州
師
專
學
報
』
一
九
八
八
年
第
一
朞
、
一
〜
一
〇
頁
。
韓
成
武
「
仄
韻
五

律
之
聲
律
和
韻
律
硏
究
」『
安
陽
師
範
學
院
學
報
』
二
〇
〇
五
年
第
四
朞
、
三
四
〜

三
七
頁
。
丸
井
憲
「
近
體
と
古
體
の
あ
い
だ

―
王
孟
韋
柳
の
仄
韻
五
律
を
讀
む
」

『
唐
詩
韻
律
論

―
拗
體
詩
の
系
譜
』（
硏
文
出
版
、
二
〇
一
三
年
）、
一
五
八
〜
一

九
四
頁
。
張
培
陽
『
近
體
詩
律
硏
究
』（
南
開
大
學
博
士
論
文
、
二
〇
一
三
年
）
上

編
第
六
章
「
仄
韻
近
體
格
律
考
述
」、
一
〇
一
〜
一
二
八
頁
。
葉
汝
駿
「
論
唐
代

的
仄
韻
五
律

―
論
仄
韻
律
詩
的
歸
屬
問
題
」『
武
陵
學
刊
』
二
〇
一
七
年
五
⺼
、

九
一
〜
九
五
頁
。

（
９
）　

そ
れ
ぞ
れ
『
漢
語
詩
律
學
』
第
一
章
第
四
節
、
四
九
頁
、
第
一
章
第
六
節
、
七
二

〜
七
四
頁
、
八
一
頁
を
參
照
。
な
お
、
四
聯
以
上
の
律
詩
は
、
首
尾
以
外
の
聯
を
對

句
に
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
以
下
仄
律
標
準
型
で
あ
る
か
否
か
を
判
斷
す
る
際

①
●
●
○
○
●
、
○
○
○
●
●

　

○
○
●
●
○
、
●
●
○
○
●

　

●
●
○
○
●
、
○
○
○
●
●

　

○
○
●
●
○
、
●
●
○
○
●

②
○
○
○
●
●
、
●
●
○
○
●

　

●
●
●
○
○
、
○
○
○
●
●

　

○
○
○
●
●
、
●
●
○
○
●

　

●
●
●
○
○
、
○
○
○
●
●

③
○
○
●
●
○
、
●
●
○
○
●

　

●
●
○
○
●
、
○
○
○
●
●

　

○
○
●
●
○
、
●
●
○
○
●

　

●
●
○
○
●
、
○
○
○
●
●

④
●
●
●
○
○
、
○
○
○
●
●

　

○
○
○
●
●
、
●
●
○
○
●

　

●
●
●
○
○
、
○
○
○
●
●

　

○
○
○
●
●
、
●
●
○
○
●



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

八
八

に
は
、
對
句
の
㊒
無
も
配
慮
す
る
。
た
だ
、
本
稿
で
は
論
點
を
聲
律
に
絞
り
、
對
句

に
つ
い
て
は
詳
論
し
な
い
。

（
10
）　

李
景
白
校
㊟
『
孟
浩
然
詩
集
校
㊟
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
八
年
）
卷
一
、
八
五
頁
。

（
11
）　

歬
揭
㊟
（
８
）
韓
成
武
論
文
、
三
四
〜
三
五
頁
、
葉
汝
駿
論
文
、
九
三
頁
。

（
12
）　
『
黃
衟
周
集
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
七
年
）
卷
四
七
、
二
四
五
四
〜
二
四
五
八
頁
。

張
謙
宜
『
絸
齋
詩
集
』（
齊
魯
書
社
、
二
〇
一
六
年
）「
乙
巳
」、
三
四
二
頁
。

（
13
）　
「
若
上
句
末
字
平
、
及
下
聯
與
上
聯
相
黏
、
便
是
仄
韻
律
詩
也
。」
趙
執
信
『
聲
調

譜
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
一
年
）
卷
二
「
齊
梁
體
下
」、
三
七
頁
。

（
14
）　

三
浦
梅
園
『
詩
轍
』（
昌
平
坂
學
問
所
、
一
七
八
六
年
、
卷
二
、
九
葉
裏
）
は
、

『
文
鏡
祕
府
論
』
の
「
蜂
腰
病
、
…
…
第
二
字
與
第
五
字
同
上
去
入
、
皆
是
病
、
平

聲
非
病
也
」
と
い
う
記
錄
に
つ
い
て
、「
今
唐
詩
ヲ
作
例
ニ
依
テ
、
之
ヲ
思
フ
ニ
、

平
韻
ノ
詩
ナ
ラ
バ
、
上
句
ニ
イ
フ
ベ
ク
シ
テ
、
下
句
ニ
イ
フ
ベ
カ
ラ
ズ
、
側
韻
ノ
詩
、

聲
律
ヲ
正
サ
バ
、
下
句
ニ
忌
ム
ベ
シ
」
と
解
釋
す
る
（
鈴
木
虎
雄
『
支
那
詩
論
史
』、

弘
文
堂
、
一
九
二
五
年
、
第
四
章
、
六
三
頁
に
も
類
似
し
た
解
釋
が
あ
る
）。
仄
韻

詩
の
「
蜂
腰
」
は
「
下
句
ニ
忌
ム
ベ
シ
」
と
い
う
の
は
、
上
句
の
末
字
（
第
五
字
）

が
全
て
平
聲
で
あ
る
と
認
め
る
か
ら
だ
ろ
う
。
ま
た
、
小
西
甚
一
『
文
鏡
祕
府
論
硏

究
篇
下
』（
講
談
社
、
一
九
五
一
年
、
第
一
章
、
四
八
頁
）
は
「
鶴
膝
病
」
に
つ
い
て
、

「
律
體
で
は
、
…
…
仄
韻
の
と
き
は
第
一
句
と
第
三
句
と
の
尾
字
が
共
に
平
聲
と
な

ら
ざ
る
を
得
ず
、
必
然
的
に
鶴
膝
を
犯
す
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
。
朙
ら
か
に
「
仄

韻
律
詩
」
の
上
句
の
末
字
が
全
て
平
聲
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

（
15
）　
「
這
一
平
仄
相
閒
的
規
榘
、
中
唐
人
已
不
能
完
全
遵
守
（
例
如
劉
禹
錫
）、
到
了
晚

唐
、
出
句
就
索
性
一
律
用
平
脚
、
使
它
和
對
句
的
仄
脚
相
對
。」『
漢
語
詩
律
學
』
第

一
章
第
六
節
、
八
二
頁
。

（
16
）　

趙
殿
成
箋
㊟
『
王
右
丞
集
箋
㊟
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
一
年
）
卷
一
一
「
奉
和

聖
製
御
春
朙
樓
臨
右
相
園
亭
賦
樂
賢
詩
應
制
」、
一
九
九
頁
。

（
17
）　

律
句
の
判
斷
は
、
主
に
二
四
不
同
の
規
則
に
よ
る
が
、
變
則
や
特
殊
な
句
式
も

あ
る
。
例
え
ば
王
力
が
提
示
し
た
「
子
類
特
殊
形
式
（
＝
挾
み
平
）」
と
「
丑
類
特

殊
形
式
（
＝
●
●
○
●
●
、
○
○
○
●
○
）」
な
ど
は
二
四
不
同
を
遵
守
し
な
い
句

式
で
あ
る
。
ま
た
、
二
四
不
同
を
守
っ
て
も
、「
孤
平
」「
平
三
連
」「
仄
三
連
」
な

ど
の
句
式
も
あ
り
、
律
句
と
み
な
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
見
方
が
異
な
る
（
張

培
陽
「
近
體
律
句
考

―
以
唐
五
律
爲
中
心
」『
文
學
遺
產
』
二
〇
一
三
年
第
三
朞
、

四
九
〜
六
〇
頁
を
參
照
）。
本
稿
で
は
、『
全
唐
試
律
類
箋
』
所
收
詩
の
句
式
を
調
査

す
る
う
え
で
、
先
行
硏
究
の
說
を
取
捨
す
る
。
つ
ま
り
、『
全
唐
試
律
類
箋
』
に
お

い
て
、「
挾
み
平
」
と
「
仄
三
連
」
は
非
常
に
多
い
た
め
、
律
句
と
み
な
す
。「
●
●

○
●
●
」「
孤
平
」「
平
三
連
」
は
僅
か
し
か
な
い
た
め
、
律
句
と
み
な
さ
な
い
。
た

だ
、「
挾
み
平
」
の
反
對
型
「
挾
み
仄
（
＝
●
●
○
●
○
）」
は
特
別
で
あ
り
、
張
培

陽
（
歬
揭
張
氏
論
文
、
五
九
〜
六
〇
頁
）、
莫
礪
鋒
（「
仄
韻
五
律
的
名
篇

―
讀
王

維
「
淇
上
送
趙
仙
舟
」
札
記
」『
古
典
文
學
知
識
』
二
〇
一
九
年
第
一
朞
、
一
〇
四

〜
一
〇
五
頁
）
に
律
句
と
み
な
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
張
氏
・
莫
氏
の
意
見
に
從
う
。

（
18
）　

製
作
時
朞
の
判
斷
は
、
主
に
徐
松
著
・
孟
二
冬
補
正
『
登
科
記
考
補
正
』（
中
華

書
局
、
二
〇
一
九
年
）
に
よ
る
が
、
い
く
つ
か
の
問
題
が
殘
る
。「
落
日
山
照
曜
」

は
『
登
科
記
考
補
正
』
に
收
錄
さ
れ
ず
、
趙
殿
成
に
張
謂
の
作
と
さ
れ
る
が
、
根
據

は
未
詳
。
も
し
張
謂
の
作
だ
と
す
れ
ば
、
天
寶
二
年
進
士
に
及
第
し
た
際
の
作
だ
ろ

う
。「
亞
父
碎
玉
斗
」「
霜
菊
」「
日
暮
碧
雲
合
」
は
『
登
科
記
考
補
正
』
に
は
な
い

う
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
者
の
現
存
す
る
進
士
・
制
擧
の
應
試
詩
と
も
矛
盾
す
る
。
州

府
試
に
應
じ
た
際
の
作
、
あ
る
い
は
習
作
か
も
し
れ
な
い
。
同
じ
く
貞
元
十
年
に
作

ら
れ
た
豆
盧
榮
と
庾
承
宣
の
二
首
は
、
歬
者
は
進
士
科
、
後
者
は
博
學
鴻
詞
科
の
試

驗
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
李
肱
と
馮
涯
の
二
首
は
「
齊
梁
體
格
」
に
從
っ
た
も
の
で

あ
り
、
詳
細
は
後
述
す
る
。

（
19
）　

熊
飛
校
㊟
『
張
說
集
校
㊟
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
年
）
卷
五
、
一
八
二
頁
。

（
20
）　
『
張
說
集
校
㊟
』
卷
二
、
八
一
頁
、
八
二
頁
を
參
照
。

（
21
）　

熊
飛
校
㊟
『
張
九
齡
集
校
㊟
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）
卷
四
、
二
八
四
頁
。



唐
代
の
「
仄
韻
律
詩
」
に
つ
い
て

八
九

官
記
念
中
國
文
史
哲
學
論
集
』、
講
談
社
、
一
九
七
九
年
、
四
三
九
頁
）
と
杜
曉
勤

（「
晚
唐
五
代
「
齊
梁
體
」
詩
歌
…
…
、
竝
非
皆
爲
以
描
寫
艷
情
爲
主
的
綺
艷
・
纖
麗

之
作
。
學
界
長
朞
以
來
多
用
「
宮
體
」「
輕
艷
」
來
槪
稱
晚
唐
五
代
之
「
齊
梁
體
」

顯
然
是
不
合
㊜
的
。」『
六
朝
聲
律
與
唐
詩
體
格
』
中
編
第
四
章
、
北
京
大
學
出
版
社
、

二
〇
一
七
年
、
二
五
〇
頁
）
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
中
唐
以
降
の
詩
人

が
用
い
た
「
齊
梁
體
格
」
の
槪
念
は
、
韻
律
の
側
面
に
偏
る
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に

本
稿
に
お
け
る
「
齊
梁
體
」
へ
の
考
察
は
、
韻
律
に
焦
點
を
絞
る
。

（
33
）　

許
學
夷
『
詩
源
辯
體
』（
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
卷
九
、
一
二
五
〜

一
二
六
頁
。

（
34
）　
『
文
鏡
祕
府
論
彙
校
彙
考
』
西
卷
、
九
二
五
頁
。

（
35
）　

表
に
擧
げ
ら
れ
た
詩
人
は
、
曹
衟
衡
・
沈
玉
成
編
著
『
南
北
朝
文
學
史
』（
人
民

文
學
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）、
袁
行
霈
主
編
『
中
國
文
學
史
』
の
永
朙
體
成
立
以

降
の
章
節
に
登
場
す
る
人
物
に
よ
っ
て
選
出
す
る
。
テ
キ
ス
ト
は
逯
欽
立
『
先
秦
漢

魏
晉
南
北
朝
詩
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）
に
よ
る
。

（
36
）　

李
伯
齊
校
㊟
『
何
遜
集
校
㊟
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
年
）
卷
二
、
一
七
〇
頁
。

（
37
）　

ま
た
、
六
朝
後
朞
の
仄
韻
詩
に
は
、
非
律
句
の
混
在
す
る
も
の
や
、
反
法
・
粘
法

に
違
反
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
完
全
に
仄
律
標
準
型
（
主
に
平
仄
型
）
に
合

致
す
る
も
の
、
例
え
ば
何
遜
「
爲
人
妾
思
」（
五
言
四
句
）、
虞
騫
（
一
作
何
子
朗
）

「
視
⺼
」
詩
（
五
言
八
句
）
な
ど
も
た
ま
に
見
ら
れ
る
（
徐
靑
「
南
北
朝
仄
韻
律
詩

槪
要
」『
湖
州
師
專
學
報
』
一
九
九
五
年
第
三
朞
、
三
三
〜
四
〇
頁
を
參
照
）。
唐
代

の
仄
律
標
準
型
に
合
致
す
る
も
の
も
、
齊
梁
詩
の
そ
れ
と
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
38
）　

范
攄
撰
、
唐
雯
校
箋
『
雲
溪
友
議
校
箋
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
七
年
）
卷
上
「
古

製
興
」、
四
三
頁
。

（
39
）　

鈴
木
修
次
「
齊
梁
格
・
齊
梁
體
に
つ
い
て
」、
四
三
三
〜
四
五
三
頁
。
加
藤
聰
「
唐

代
の
齊
梁
體
・
齊
梁
格
詩
」『
中
國
硏
究
集
刊
』
第
二
八
集
、
二
〇
〇
一
年
六
⺼
、

一
一
五
〜
一
二
九
頁
。
杜
曉
勤
『
六
朝
聲
律
與
唐
詩
體
格
』
中
編
、
一
六
四
〜
二
六

（
22
）　
『
杜
詩
詳
㊟
』
卷
一
〇
、
八
八
二
頁
。

（
23
）　
『
全
唐
詩
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
〇
年
）
卷
一
三
七
、
一
三
九
一
頁
。
卷
一
四
八
、

一
五
一
九
一
〜
五
二
一
頁
。

（
24
）　

蔣
寅
箋
・
唐
元
校
・
張
靜
㊟
『
權
德
輿
詩
文
集
編
年
校
㊟
』（
遼
海
出
版
社
、
二

〇
一
三
年
）「
元
和
七
年
壬
辰
」、
六
四
九
頁
。

（
25
）　
『
王
右
丞
集
箋
㊟
』
卷
九
、
一
六
六
頁
。『
全
唐
詩
』
卷
三
一
六
、
三
五
五
七
〜
三

五
五
八
頁
。

（
26
）　
「
半
格
詩
（
律
詩
附
）」
の
卷
六
十
九
は
算
入
し
な
い
。
ま
た
、
那
波
本
卷
六
二
の

題
㊟
は
「
律
詩
」
に
作
る
が
、
金
澤
文
庫
本
の
「
格
詩
歌
行
雜
體
」
の
方
が
正
し
い

（
謝
思
煒
『
白
居
易
詩
集
校
㊟
』、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
、
卷
二
九
、
二
二
四
八

頁
を
參
照
）。

（
27
）　
『
詩
轍
』
卷
一
、
四
葉
表
。

（
28
）　

表
に
擧
げ
ら
れ
た
詩
人
は
、
喬
象
鍾
・
陳
鐵
民
主
編
『
唐
代
文
學
史
』（
人
民
文

學
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）、
袁
行
霈
主
編
『
中
國
文
學
史
』（
高
等
敎
育
出
版
社
、

二
〇
〇
三
年
）
に
章
節
が
立
て
ら
れ
、
か
つ
仄
韻
詩
が
殘
さ
れ
る
人
物
に
よ
っ
て
選

出
す
る
。
考
察
對
象
で
あ
る
仄
韻
詩
は
、
五
言
と
七
言
に
限
定
す
る
。
句
數
の
限
定

は
な
い
が
、「
一
韻
到
底
」
の
も
の
に
限
る
。

（
29
）　
『
杜
詩
詳
㊟
』
卷
一
九
「
行
官
張

補
稻
畦
水
歸
」、
一
六
五
五
頁
。

（
30
）　
『
詩
轍
』
卷
二
、
三
一
葉
裏
、
三
二
葉
表
。

（
31
）　
「
王
昌
齡
所
謂
「
齊
梁
調
詩
」、
於
齊
梁
、
爲
律
體
詩
尙
不
成
熟
之
表
現
、
於
唐
代

一
部
分
詩
人
、
則
是
律
體
詩
創
作
過
於
圓
熟
以
至
厭
倦
之
時
、
㊒
意
無
意
偏
離
格
律

之
產
物
。」『
文
鏡
祕
府
論
彙
校
彙
考
』
天
卷
、
一
三
九
頁
。

（
32
）　
「
齊
梁
調
詩
」、
お
よ
び
後
文
に
出
る
「
齊
梁
體
格
」
な
ど
は
、
韻
律
槪
念
だ
け
で

な
く
、
齊
梁
風
の
豔
麗
な
內
容
・
詩
想
を
指
す
も
の
で
も
あ
る
。
た
だ
し
、
鈴
木
修

次
（「（
中
唐
朞
以
降
の
）「
齊
梁
體
」「
齊
梁
格
」
は
、
す
べ
て
例
外
な
く
、「
格
律
」

の
上
か
ら
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。」「
齊
梁
格
・
齊
梁
體
に
つ
い
て
」『
加
賀
博
士
退



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

九
〇

九
頁
を
參
照
。

（
40
）　
『
文
鏡
祕
府
論
彙
校
彙
考
』
天
卷
、
一
三
二
頁
。

（
41
）　

殷
璠
編
『
河
岳
英
靈
集
』
卷
上
（
傅
璇
琮
等
編
『
唐
人
選
唐
詩
新
編
（
增
訂
本
）』、

中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
）、
一
八
六
頁
。

（
42
）　
『
河
岳
英
靈
集
』
卷
上
、『
唐
人
選
唐
詩
新
編
』、
一
八
八
頁
。

（
43
）　
『
白
氏
長
慶
集
』
卷
五
一
、
二
八
〇
頁
。
６
の
上
句
の
「
去
」
は
「
云
」
に
作
る
が
、

「
去
」
の
誤
寫
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
。

（
44
）　
『
白
氏
長
慶
集
』
に
お
い
て
、「
齊
梁
格
」
と
㊟
記
す
る
平
韻
詩
は
「
九
日
代
羅
樊

二
妓
招
舒
著
作
」
と
「
洛
陽
春
贈
劉
李
二
賓
客
」
と
い
う
二
首
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

「
格
詩
歌
行
雜
體
」
の
卷
五
一
と
卷
六
二
に
收
め
ら
れ
る
。

（
45
）　
「
此
病
（
蜂
腰
）
輕
於
上
尾
・
鶴
膝
、
均
於
平
頭
、
重
於
四
病
（
大
韻
・
小
韻
・

傍
紐
・
正
紐
）。」『
文
鏡
祕
府
論
彙
校
彙
考
』
西
卷
、
九
〇
六
頁
。

（
46
）　

こ
の
點
に
つ
い
て
、
興
膳
宏
「
四
聲
八
病
か
ら
平
仄
對
應
へ
」『
中
國
詩
文
の
美

學
』、
一
七
六
〜
一
八
二
頁
を
參
照
。

※
本
硏
究
はJSPS

科
硏
費22F32005

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。




